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表
　
紙
　
写
　
真

　
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
は
、
春

に
は
ス
イ
セ
ン
・
ネ
モ
フ
ィ
ラ
等
、

秋
に
は
コ
ス
モ
ス
・
コ
キ
ア
等
が

多
く
の
来
園
者
を
魅
了
す
る
。

　
こ
の
地
域
は
、
私
が
県
職
員
と

な
っ
た
昭
和
39
年
は
「
米
空
軍
の

水
戸
対
地
射
爆
撃
場
」
で
し
た
。

上
司
の
課
長
が
今
日
も
誤
爆
が

あ
っ
た
と
言
っ
て
苦
い
顔
で
係
長

を
連
れ
、
現
地
確
認
に
出
か
け
る

姿
等
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
現
在

の
百
花
繚
乱
す
る
景
色
は
、
夢
で

も
見
て
い
る
よ
う
な
思
い
で
す
。

　
今
後
と
も
茨
城
県
を
代
表
す
る

観
光
資
源
と
し
て
、
更
な
る
充
実

発
展
を
期
待
し
た
い
。

（
写
真
・
文
　
友
の
会
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
会
員

 

長
嶺
　
家
光
）
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通常総会報告

　
さ
て
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症
か
ら
は
や
１
年
半

以
上
が
経
過
し
、
こ
の
間
県
で
は
、
県
民
の
命

と
健
康
、
そ
し
て
暮
ら
し
を
守
り
、
医
療
崩

壊
を
防
ぐ
た
め
、
医
療
救
急
体
制
を
確
保
す

る
と
も
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
強
化
や
、
県

独
自
の
対
策
指
針「
茨
城
版
コ
ロ
ナ
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」

の
策
定
、
県
民
が
安
心
し
て
店
舗
等
を
利
用

で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
い
ば
ら
き
ア
マ
ビ
エ
ち
ゃ

ん
」
の
導
入
と
関
係
条
例
の
制
定
な
ど
、
感

染
症
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
図
り

な
が
ら
様
々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
新
た
に
感
染
力
の
強
い
変
異
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
感
染
拡
大
の
勢
い
は
衰
え
ず
、
依
然

と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
感
染
症
の
発
症
や
重
症
化

の
予
防
に
期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
２

月
か
ら
開
始
し
た
こ
と
か
ら
、
県
で
は
国
や

市
町
村
と
連
携
し
、
感
染
対
策
の
決
め
手
と

な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
円
滑
に
進
む
よ
う
万

全
の
体
制
を
確
保
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
４
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
よ
り
適
切
か
つ
迅

速
な
対
応
を
図
る
た
め
、
感
染
症
対
策
業
務

に
特
化
し
た
「
感
染
症
対
策
課
」
を
設
け
、

体
制
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

県
庁
友
の
会
は
、
今
年
９
月
に
設
立
50
年
を

迎
え
ま
す
こ
と
か
ら
令
和
元
年
度
に
50
周
年

記
念
事
業
検
討
会
を
設
置
し
、「
記
念
式
典

等
（
記
念
式
典
・
記
念
講
演
・
祝
賀
会
）
の

開
催
」及
び
記
念
特
集
記
事
を
掲
載
す
る「
会

報
の
発
行
」、「
記
念
美
術
展
の
開
催
」
の
３

つ
の
記
念
事
業
を
計
画
し
、
理
事
会
に
お
い

て
承
認
さ
れ
、
今
年
１
月
に
発
行
し
た
会
報

新
年
号
で
皆
様
に
50
周
年
記
念
事
業
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
決
め
手
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
す
べ
て
完
了
す
る
に
は
ま
だ
時
間
か
か

る
こ
と
か
ら
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
「
記

念
式
典
等
」
の
11
月
５
日
開
催
と
、
記
念
特

集
記
事
を
掲
載
す
る
１
月
新
年
号
の
「
会
報

の
発
行
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
来
年
度
に
延
期
す

る
こ
と
と
し
、「
記
念
美
術
展
の
開
催
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
芸
術
祭
美
術
展
覧
会
や

水
戸
市
芸
術
祭
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
感
染
対
策
等
を
講
じ
て
４
年
１
月
に
開

催
す
る
こ
と
で
５
月
24
日
理
事
会
（
代
行
総

会
）
に
お
い
て
了
承
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
記
念
式
典
等
へ
の
参
加
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
１
日

も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収

束
に
向
か
い
、
皆
様
と
お
会
え
る
で
き
る
こ

と
を
心
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
県
庁
友
の
会
の
運
営
の
状
況
は
、

令
和
元
年
度
か
ら
は
会
員
の
会
費
収
入
額
を

基
礎
と
し
て
財
政
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、

２
年
度
も
物
故
者
や
退
会
者
が
入
会
者
を
大

き
く
上
回
り
、
会
員
数
は
１
０
５
人
減
少
と

な
り
、
大
変
厳
し
い
財
源
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
令
和
元
年
度
に
「
県
庁
友
の
会

の
あ
り
方
検
討
会
」
を
設
置
・
検
討
し
、
昨
年

10
月
に
あ
り
方
検
討
会
か
ら
抜
本
的
な
事
務
事

業
の
見
直
し
等
、
実
施
す
べ
き
事
項
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
令

和
３
年
度
事
業
計
画
や
予
算
編
成
を
行
う
と
と

　
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
、
茨
城

県
庁
友
の
会
の
事
業
活
動
等
に
対
し
て
、
格

別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
改

め
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

川
俣
　
勝
慶
会
長
の
ご
挨
拶

令
和
３
年
度

茨
城
県
庁
友
の
会

総
会
　
報
告

　
令
和
３
年
度
茨
城
県
庁
友
の
会
通
常
総
会

に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
の
気
配
が
ま
だ
見
え
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
中
止
と
し
、
緊

急
避
難
的
な
措
置
と
し
て
、
通
常
総
会
に
付

議
す
る
次
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
の

議
決
を
も
っ
て
通
常
総
会
の
議
決
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
す
こ
と
で
５
月
24
日
に
理
事
会

を
開
催
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
通
常
総
会
議
決
事
項

第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業
報
告

第
２
号
議
案
　
令
和
２
年
度
収
支
決
算

第
３
号
議
案
　
令
和
３
年
度
事
業
計
画

第
４
号
議
案
　
令
和
３
年
度
収
支
予
算

第
５
号
議
案
　
役
員
改
選

と
も
に
、
友
の
会
設
立
50
周
年
の
節
目
に
、
友

の
会
が
存
続
し
て
い
く
た
め
の
「
友
の
会
の
あ

り
方
」
の
方
向
性
を
見
極
め
る
た
め
に
、
支
部

の
意
向
、
さ
ら
に
は
、
会
員
個
々
の
意
向
を
聴

く
た
め
の
調
査
の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
友
の
会
設
立
50
年
を
契
機
に
、

こ
れ
か
ら
も
県
庁
友
の
会
が
茨
城
県
で
お
互

い
苦
楽
を
共
（
友
）
に
し
て
き
た
仲
間
の
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
、
楽
し
い
雰
囲
気
の

中
で
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
、

活
動
で
き
る
魅
力
あ
る
親
睦
団
体
と
し
て
維

持
発
展
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ

れ
か
ら
も
元
気
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
新
し
い
仲
間
の
勧
誘
や
友
の
会
の
活
性

化
な
ど
様
々
な
面
で
お
力
添
え
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
一
日
で
も
早
く
収
束
に
向
か
い
ま
す
こ
と

と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。

◇
新
役
員
の
方
々

会
　
　
長
　
　
川
俣
　
勝
慶

副
会
長
　
　
横
山
　
仁
一
　
武
藤
　
賢
治

　
　
　
　
　
　
泉
　
　
幸
一
　
大
久
保
敏
雄

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
泉
　
堤
　
　
義
雄

常
任
理
事
　
　
細
谷
　
茂
治

理
　
　
事
　
　
高
畠
　
聖
子
　
渡
辺
　
洋
子

　
　
　
　
　
　
岡
村
　
俊
英
　
谷
津
　
昭
洋

　
　
　
　
　
　
小
澤
　
正
哉
　
鈴
木
　
敏
之

　
　
　
　
　
　
小
貫
　
康
夫
　
髙
﨑
　
　
真

　
　
　
　
　
　
中
島
　
　
平
　
泉
　
多
加
夫

監
　
　
事
　
　
増
子
　
千
勝
　
信
田
　
和
男

理
事
兼
事
務
局
長
　
　
横
田
　
英
之
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茨城県庁友の会会報　NO.168

令和３年度　事業計画と　２年度　事業報告
事業名 ３年度事業計画概要 ２年度事業実績概要

１　総会等の開催

（１）通常総会
新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点
から、会員の健康と安全を最優先に考え、通
常総会の開催を中止します。（理事会代行）

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点
から、通常総会を中止した。通常総会議案は
書面による議決した。

（２）理事会等 友の会の運営に関する事項を審議するため、
理事会等を開催します。

理事会等を監査、書面も含め４回開催しまし
た。

（３）友の会のあり方検討会 友の会の運営に関する様々な課題等を検討す
るため、あり方検討会を開催します。

あり方検討会を１回開催しました。
10 月 28 日理事会に報告書を提出し、承認さ
れました。

（４）50 周年記念事業検討会 友の会創立 50 周年記念事業の実施・運営等
を検討するため、検討会を開催します。 記念事業検討会を３回開催しました。

２　支部交付金 支部運営費として会員数に応じ、年会費等の
一部から交付金を交付します。

支部運営費として会員数に応じ、年会費等の
一部から交付金を交付しました。

３　会員への慶弔

（１）長寿者への記念品贈呈 令和３年度内に満 80 歳（傘寿）に達する方
76 名の長寿を祝い、記念品を贈ります。

令和元年度内に満 80 歳（傘寿）に達した
100 名の方々の長寿を祝い、記念品を贈りま
した。

（２）弔慰
会員が逝去したとき、会長から弔電を差し上
げるほか、各支部の役員が告別式等に参列し
ます。

会員が逝去したとき、会長から弔電を差し上
げたほか、各支部の役員が告別式等に参列し
哀悼の意を表しました。（物故者　84 名）

４　新規会員の加入促進

未加入者の加入促進について、会員による直
接の声かけ、文書による入会案内等を行うと
ともに、70 歳ぐらいまでの未加入の方に対
して、重点的に組織を挙げて勧誘活動を行っ
てまいります。

退職者や再任用者の未加入者に対して、会員
による直接の声かけ、文書による入会案内等
を行ったほか、退職予定者説明会において加
入の促進に努めました。また、趣味の会にお
いても会の行事参加を呼びかけ、勧誘活動を
行いました。（加入者　24 名）

５　県政推進への協力 社会福祉活動や、茨城空港の利用促進など県
政の推進に側面から協力します。

社会福祉活動や、茨城空港の利用促進など、
県政の推進に側面から協力しました。

６　会報の発行
本部・支部の事業や、趣味の会の活動情報等
を掲載した「友の会会報」を２回発行し、全
会員等に配付します。

「友の会会報」を２回（盛夏号、新年号）発行し、
全会員に配付しました。
なお、各回とも、発行前に会報編集委員会を
開催しました。

７　50 周年記念事業

（１）記念式典等の開催
友の会が創立 50周年を迎えるに当たり、計画
していました３つの50周年記念事業のうち（１）
の記念式典等（式典、講演会、祝賀会）の開
催及び（２）の会報記念特集号の発行について
は、新型コロナウイルス感染症の感染防止の観
点から、4年度に延期します。

（２）会報記念特集号の発行

（３）美術展の開催
50周年記念「第 34回茨城県庁友の会美術展」
を４年１月21日（金）～ 27日（木）までザ・
ヒロサワ・シティーホールで開催します。

８月 25 日運営委員会を開催し、第 33 回茨城
県庁友の会美術展は、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大の観点から、中止した。

８　その他事業

会員録追録の発行は見直し廃止
県民手帳の案内する。
茨城県職員録の購入斡旋する。
火災保険等の加入斡旋する。
その他目的達成の必要な事業

12 月１日現在の会員録追録発行しました。
県民手帳の案内しました。
茨城県職員録の購入斡旋しました。
火災保険等の加入斡旋しました。
その他目的達成の必要な事業

茨城県庁友の会支部別会員数調
区分支部名 R2.3.31 現在 新規加入者数 退会者数 R3.3.31 現在

水　戸 872人 10人 67人 815人

那　珂 283　 5　 17　 271　

県　北 179　 5　 14　 170　

鹿　行 115　 1　 6　 110　

県　南 305　 2　 15　 292　

県　西 269　 3　 12　 260　

計 2,023　 26　 131　 1,918　

内　訳
新 規 加 入 者

元年度退職者 13人
過年度退職者 11 　

計 24 　
支部間異動者 2　

退 会 者
死 亡 者 78人
退 会 者 51 　

計 129 　
支部間異動者 2　
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通常総会報告

令和3年度　収入支出予算額と　2年度収入支出決算額
（単位：円）（収入の部）

科　目 ３年度予算額（A） ２年度決算額（B） 比較増減（A-B） 摘　　　要
１　会費 5,820,000 5,991,000 △ 171,000 会費 3,000 円×人員
２　分担金 140,000 0 140,000 美術展参加費　値上げ 1,000 ⇒ 2,000 円
３　広告料 100,000 100,000 0 一般企業等
４　雑入 91,329 208,137 △ 116,808 生保事務手数料等
５　繰入金 50,000 2,187,000 △ 2,137,000 財政調整積立金特別会計から　0

友の会記念事業準備金から　50,000 円

６　繰越金 1,463,671 589,304 874,367 前年度から
計 7,665,000 9,075,441 △ 1,410,441

（支出の部）
科　目 ３年度予算額（A） ２年度決算額（B） 比較増減（A-B） 摘　　　要

１　事務費 635,000 561,606 73,394
　　通信費 180,000 166,798 13,202 電話料、郵便料
　　印刷費 140,000 85,595 54,405 コピー代、封筒印刷代
　　消耗品費 85,000 113,694 △ 28,694 事務用品、新聞購読費
　　旅費 10,000 3,016 6,984 事務局旅費
　　賃借料 220,000 192,503 27,497 行政財産使用料・複写機リース料等
２　会議費 540,000 379,868 160,132
　　総会費 300,000 258,548 41,452 総会資料印刷、郵便料、懇談会
　　役員会等費 240,000 121,320 118,680 理事会諸費
３　事業費 2,104,000 1,818,205 285,795
　　慶弔費 554,000 614,548 △ 60,548 長寿者記念品（80 歳傘寿）・祝・弔電代等
　　会員録発行費 0 79,860 △ 79,860 会員録追録見直し廃止
　　会報発行費 900,000 971,225 △ 71,225 盛夏号、新年号印刷・発送
　　美術展開催費 500,000 12,024 487,976 展示委託、会場費等
　　加入促進費 150,000 140,548 9,452 勧誘資料印刷・郵送
４　交付金 2,328,000 3,436,800 △ 1,108,800 支部交付金、加入促進強化費
５　負担金 1,200,000 1,187,000 13,000 保険センターへの人件費負担
６　雑費 317,000 228,291 88,709 会費振込手数料等
７　積立金 200,000 0 200,000 財政調整積立金特別会計へ積立
８　予備費 341,000 0 341,000

計 7,665,000 7,611,770 53,230
※県庁友の会の管理事務は、県庁友の会保険センターの職員が兼務して行っている。

友の会記念事業準備金
（収入の部）

科　目 ３年度
予算額（A）

２年度
決算額（B）

比較増減
（A-B） 摘　要

雑収入 785 25 760 預金利子
前年度繰越金 2,898,215 2,951,994 △ 53,779
合　計 2,899,000 2,952,019 △ 53,019

（支出の部）

科　目 ３年度
予算額（A）

２年度
決算額（B）

比較増減
（A-B） 摘　要

１　会議費・事務費 250,000 53,804 196,196 実行委員会、検討
会等諸費、事務費

２　繰出金 50,000 0 50,000 一般会計へ繰出
　　美術展開催 50,000 0 50,000 あなたが選ぶべス

ト３作品賞制定

合　計 300,000 53,804 246,196

財政調整積立金特別会計
（収入の部）

科　目 ３年度
予算額（A）

２年度
決算額（B）

比較増減
（A-B） 摘　要

前年度繰越金 1,614,664 3,801,637 △ 2,186,973
繰入金 200,000 0 200,000 一般会計から
雑収入 36 27 9 預金利子
合　計 1,814,700 3,801,664 △ 1,986,964

（支出の部）

科　目 ３年度
予算額（A）

２年度
決算額（B）

比較増減
（A-B） 摘　要

繰出金 0 2,187,000 △ 2,187,000 一般会計へ
合　計 0 2,187,000 △ 2,187,000
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５月18日開催理事会

　
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
予
断
を
許
さ
な
い
中
、
通
常
総
会
は

開
催
で
き
る
状
況
に
な
く
中
止
と
し
、
緊
急

避
難
的
に
５
月
18
日
に
開
催
し
た
理
事
会
に

よ
る
議
決
を
も
っ
て
通
常
総
会
の
決
議
と
み

水
戸
支
部
通
常
総
会

令和３年度予算額と２年度決算額
（単位：円）（収入の部）

科　目 ３年度予算額（A）２年度決算額（B）比較増減（A-B）
１　交付金 806,200 1,101,900 △ 295,700
２　分担金 320,000 0 320,000
３　繰越金 1,855,821 1,264,626 591,195
４　雑収入 979 14 965

計 2,983,000 2,366,540 616,460
（支出の部）
科　目 ３年度予算額（A）２年度決算額（B）比較増減（A-B）

１　事務費 455,000 218,068 236,932
２　会議費 60,000 7,651 52,349
３　事業費 1,070,000 285,000 785,000
４　予備費 1,398,000 0 1,398,000

計 2,983,000 510,719 2,472,281

な
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
続
き
本

年
度
も
総
会
を
開
催
で
き
ず
不
本
意
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
や
む
を
得
な
い
も
の
と
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
施
設
視
察
研
修
と
福
祉
大
学
が

中
止
と
な
り
、
ま
た
、
バ
ラ
の
会
や
園
芸
ク

ラ
ブ
な
ど
の
趣
味
の
会
も
計
画
ど
お
り
の
事

業
は
で
き
ず
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
し
た
が
、
畜
産
課
か
ら
要

請
の
あ
っ
た
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
に
対
す
る
豚

コ
レ
ラ
ワ
ク
チ
ン
散
布
へ
の
退
職
者
応
援
依

頼
に
つ
き
ま
し
て
は
、
適
任
者
数
名
を
推
薦

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
同

様
の
内
容
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
次
第
で
適
宜
対
応
す
る
予
定
で

す
。
な
お
、
趣
味
の
会
の
陶
芸
ク
ラ
ブ
に
つ

き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
本
年
度
は

活
動
を
休
止
す
る
そ
う
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
４
波
と
合
わ
せ
変
異

ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
高
齢
者
へ
の

接
種
が
始
ま
り
目
に
見
え
る
状
況
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
早
期
に
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
す
る
こ

と
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

新
役
員
（
役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
）

支
部
長
　
横
山
　
仁
一

副
支
部
長
　
鈴
木
　
克
典
　
内
藤
　
初
男
　

　
　
　
　
　
後
藤
　
四
朗

副
支
部
長
兼
常
任
理
事
　

　
　
　
　
　
谷
津
　
昭
洋
　
小
澤
　
正
哉

理
　
　
事
　
山
口
　
康
代
　
鈴
木
美
智
子

　
　
　
　
　
守
谷
　
孝
行
　
遠
藤
　
延
男

　
　
　
　
　
三
好
　
　
隆
　
鯉
淵
眞
佐
雄

　
　
　
　
　
福
元
　
正
文
　
戸
塚
　
克
男

監
　
　
事
　
横
山
　
　
薫
　
加
藤
木
高
夫

（
谷
津
　
昭
洋
）

水
戸
支
部

十
月
　
Ａ
組
須
藤
賢
一
　
Ｂ
組
松
浦
紘
寿

十
一
月
Ａ
組
安
島
国
雄
　
Ｂ
組
小
松
利
英

十
二
月
Ａ
組
須
藤
賢
一
　
Ｂ
組
小
松
利
英

二
月
　
Ａ
組
松
浦
紘
寿
　
Ｂ
組
北
田
久
雄

三
月
　
Ａ
組
穐
山
隆
貞
　
Ｂ
組
平
間
富
雄

　
ま
た
当
年
度
の
皆
勤
賞
は
穐
山
隆
貞
、
安

島
国
雄
、
井
上
勇
、
大
籠
広
幸
、
藤
咲
弘
、

松
浦
紘
寿
の
六
名
で
し
た
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
や
っ

と
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

コ
ロ
ナ
が
何
と
か
収
束
さ
れ
て
、
一
日
で
も

早
く
、
安
心
し
て
碁
を
打
つ
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
只
今
会
員
募
集
中
、
入
会
希
望
の

方
は
左
記
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

 

穐
山
　
隆
貞

 

℡
０
９
０

－

４
２
２
４

－

３
６
５
９

　
囲
碁
ク
ラ
ブ
は
現
在
会
員
二
十
三
名
、
定

例
会
は
毎
月
第
四
月
曜
日
、水
戸
市
石
川「
あ

か
ね
荘
」
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
二
年

度
の
定
例
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
四
月
、
五
月
、

六
月
、
八
月
、
一
月
が
中
止
と
な
り
、
七
回

の
開
催
。
後
半
戦
の
成
績
（
優
勝
者
）
は
次

の
通
り
で
す
。

囲
碁
ク
ラ
ブ
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支部の動き

　
定
期
総
会
は
、
例
年
４
月
に
開
催
さ
れ
て

い
た
が
、
今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
今
年
度

予
定
し
て
い
た
定
期
総
会
資
料
を
役
員
会
に

お
い
て
審
議
し
、
役
員
会
の
議
決
に
よ
り
総

会
に
代
わ
る
議
決
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
今
回
の
対
応
策
は
、
緊
急
事
態
に
対
処
す

る
た
め
の
特
別
な
措
置
と
し
て
会
員
の
皆
様

の
ご
賛
同
を
得
た
い
と
し
て
い
る
。
役
員
会

は
、
令
和
３
年
５
月
18
日
に
那
珂
市
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
資
料
に
は
、
令

和
２
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
監

査
報
告
と
令
和
３
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支

予
算
案
及
び
役
員
改
選
案
が
提
案
さ
れ
た
。

　
役
員
会
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
原
案
通
り

承
認
、
可
決
さ
れ
た
。
事
業
計
画
に
は
「
研

修
旅
行
、
新
年
会
、
講
演
会
お
よ
び
講
習
会

の
開
催
と
グ
リ
ー
ン
会
、
健
康
ク
ラ
ブ
お
よ

び
那
珂
よ
し
会
へ
の
助
成
並
び
に
未
加
入
者

の
入
会
を
勧
誘
し
、支
部
組
織
の
拡
大
強
化
」

な
ど
の
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
今
年
度
は
、
こ
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
実

那
珂
支
部
通
常
総
会

将
棋
ク
ラ
ブ

　
将
棋
界
は
天
才
藤
井
少
年
が
「
棋
聖
」「
王

位
」
の
二
冠
を
制
し
、
他
の
若
手
棋
士
の
台

頭
で
話
題
が
尽
き
な
い
。
会
員
二
十
二
名
、

和
気
あ
い
あ
い
で
対
局
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

水
戸
市
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
か
ね

荘
」
を
会
場
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を

し
て
開
催
し
ま
し
た
。
毎
月
第
三
月
曜
日
の

定
例
会
の
新
年
号
掲
載
以
降
の
成
績
は
次
の

通
り
で
す
。

（
十
二
月
）

　
　
　
優
　
勝
　
　
　
　
準
優
勝

一
組
　
黒
木
　
　
徹
　
　
綿
引
　
建
夫

二
組
　
松
浦
　
紘
寿
　
　
北
田
　
久
雄

（
一
月
）
―
中
止
―

（
二
月
）

一
組
　
出
沼
　
宏
恭
　
　
綿
引
　
建
夫

二
組
　
黒
木
　
　
徹
　
　
青
木
　
則
朗

（
三
月
）

一
組
　
綿
引
　
建
夫
　
　
黒
木
　
　
徹

二
組
　
北
田
　
久
雄
　
　
松
浦
　
紘
寿

（
四
月
）

一
組
　
出
沼
　
宏
恭
　
　
黒
木
　
　
徹

二
組
　
松
浦
　
紘
寿
　
　
青
木
　
則
朗

　
将
棋
は
楽
し
み
な
が
ら
呆
け
防
止
に
有
効

で
す
。
入
会
大
歓
迎
で
す
。
入
会
希
望
者
は

次
の
方
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
〒
三
一
〇

－

〇
九
一
二

　
水
戸
市
見
川
五
丁
目
一
二
五
一

－

四
九

　
北
田
久
雄
（
〇
二
九

－

二
五

－

〇
三
〇
二
）

県
庁
Ｏ
Ｂ
テ
ニ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
ウ
オ
ー
ク
・
ス
イ
ミ
ン
グ
）

　
令
和
３
年
３
月
25
日
第
２
１
９
回
定
例
会

が
富
士
カ
ン
ト
リ
ー
笠
間
倶
楽
部
に
お
い
て
、

32
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
曇
り
空
な
が
ら
も
風
も
あ
ま
り

な
く
穏
や
か
な
日
和
で
、
７
〜
８
分
咲
き
の

さ
く
ら
の
中
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
を
楽
し
む
に
は

絶
好
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
一
向
に
衰
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
考
慮
し
て
、
プ
レ
ー
後

の
表
彰
式
・
懇
親
会
を
実
施
せ
ず
に
解
散
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
額
賀
　
　
悟

準
優
勝
　
会
沢
　
和
男

Ｂ
　
Ｇ
　
栗
原
　
宏
之

　
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
開
催
を
予
定
し

た
５
回
の
定
例
会
の
う
ち
３
回
を
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
、
非
常
に
残
念
な

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
感
染
が
収
束
し
思
う

存
分
ゴ
ル
フ
を
楽
し
め
る
日
が
早
く
来
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。（

幹
事
　
横
山
　
薫
）

県
庁
Ｏ
Ｂ
ゴ
ル
フ
会

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
ま
し
た
か
！

会
員
の
皆
様
　
ス
ポ
ー
ツ
を
大
い
に
楽
し
み

人
生
を
豊
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
常
的
な
運
動
は
、年
々
失
わ
れ
る
筋
力
・

体
力
の
維
持
増
進
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
現
在
。
当
ク
ラ
ブ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、

施
設
の
貸
与
停
止
の
狭
間
を
縫
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
残
さ
れ
た
人
生

の
仲
間
づ
く
り
に
も
最
適
で
す
。

　
見
学
者
募
集
中
で
す
。
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

●
練
習
会
等
（
対
象
　
全
支
部
の
会
員
）

　
一 

水
戸
市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

毎
月
２
回
　
主
に
火
曜
日

　
二 
水
戸
市
柵
町
・
県
合
同
庁
舎
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
　
毎
月
２
回
　
土
曜
日
　

　
　
自
主
練
習
　
前
記
以
外
の
土
曜
・
祝
日

　
三
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ス
イ
ミ
ン
グ

　
　
ク
ラ
ブ
員
　
各
自
実
施
中
！

●
お
問
い
合
わ
せ
先
　

０
８
０

－

１
０
３
８

－

４
８
６
７

Ｅ
メ
ー
ルkurosaw

ahiro@
cure.ocn.ne.jp

黒
澤
　
弘
忠

【
写
真
】
笠
松
運
動
公
園
プ
ー
ル
於
て

那
珂
支
部
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施
し
た
い
と
し
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
実
施
で
き
な

い
場
合
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
支
部
長
に
武
藤

賢
治
氏
、
副
支
部
長
に
船
橋
和
江
氏
、
根
本

暁
氏
、
成
井
重
美
氏
を
選
任
し
た
。
顧
問
に

野
上
公
雄
氏
、
井
上
勇
氏
及
び
常
陸
太
田
県

税
事
務
所
長
の
中
田
孝
宜
氏
を
推
挙
し
た
。

な
お
、
顧
問
の
武
藤
秀
孝
氏
、
三
村
士
郎
氏

は
退
任
し
た
。
新
役
員
は
次
の
と
お
り

　
顧
問
12
名
、
理
事
22
名
、
監
事
２
名

（
敬
称
略
）
支
部
長
・
武
藤
賢
治
（
新
）、
副

支
部
長
・
船
橋
和
江
（
新
）、
根
本
暁
（
新
）、

成
井
重
美
（
再
）、常
任
理
事・鈴
木
敏
之
（
再
）

会
計
理
事
・
小
圷
一
恵
（
再
）、
監
事
・
塙
友

子
（
再
）
川
﨑
薫
（
再
）（
広
報
　
川
﨑
　
薫
）

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
残
念
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
発
令
に
伴
い
、
例
年
開
催
予
定
で
あ
っ
た

五
回
の
開
催
を
三
回
し
か
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
令
和
三
年
度
の
最
初
の
大
会
は
総
会
を
兼

ね
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
万
全

を
喫
し
て
、
令
和
三
年
五
月
二
十
五
日
ロ
ッ

ク
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
本
会
は
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
親

睦
・
交
流
と
健
康
維
持
向
上
を
目
指
し
、
発

足
し
て
十
八
年
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
三
年
四
月
時
点
の
会
員
数
は
六
十
五

名
で
、
昨
年
同
時
期
と
人
数
的
に
は
同
じ
で

す
が
、
年
度
内
の
退
会
者
と
入
会
者
が
た
ま

た
ま
同
数
だ
っ
た
だ
け
で
、
会
員
の
減
少
傾

向
は
続
い
て
い
ま
す
。
会
員
の
住
所
地
は
主

に
ひ
た
ち
な
か
市
、
那
珂
市
、
常
陸
大
宮
市

に
在
住
の
方
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
年

齢
は
六
十
歳
台
後
半
か
ら
八
十
歳
台
ま
で
幅

広
い
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
拠
点

は
水
戸
市
か
ら
県
北
地
域
に
所
在
す
る
ゴ
ル

フ
場
を
中
心
に
年
五
回
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

グ
リ
ー
ン
会

優
　
勝
　
木
城
　
晃
三

準
優
勝
　
青
砥
　
晋
介

第
三
位
　
小
林
　
紀
一

　
次
回
は
、令
和
三
年
七
月
に
開
催
予
定
で
す
。

　
写
真
は
令
和
二
年
一
一
月
一
二
日
、
第

七
四
回
大
会
で
す
。

（
那
珂
支
部
グ
リ
ー
ン
会
会
長
　
片
野
　
壽
洋
）

　
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

発
生
し
て
以
来
、
各
種
施
策
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
一
年
経
過
し
て
も
、
新
た
な
変
異

株
が
増
加
し
て
き
て
い
る
な
ど
一
向
に
終
息
の

兆
し
が
見
え
な
い
中
で
総
会
を
迎
え
ま
し
た
。

　
三
年
度
は
役
員
改
選
が
あ
る
の
で
、
総
会
を

開
催
し
た
い
旨
の
強
い
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
し

た
が
、
会
員
の
健
康
と
安
全
を
最
優
先
と
考

え
、
講
演
会
・
総
会
・
懇
親
会
は
二
年
続
け
て

中
止
す
る
と
い
う
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
支
部
の
今
後
の
事
業
と
し
て
は
、
理
事
会
、

め
い
き
ゅ
う
会
例
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

定
例
会
、
研
修
旅
行
、
新
入
会
者
交
流
会
、

入
会
勧
誘
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
研
修

旅
行
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株
の

推
移
等
を
勘
案
し
な
が
ら
実
施
の
可
能
性
を

模
索
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
三
年
度
か
ら
組
織
強
化
費
が
削
減

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
支
部
と
し
て
も
事
務
経

費
の
節
減
に
努
め
、
必
要
最
小
限
の
事
業
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

県
北
支
部
定
期
総
会

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
早
く
終
息
し
て
、
支
部
の
事
業

が
遂
行
で
き
る
よ
う
切
望
し
て
い
ま
す
。

　
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
役
員
】

支
部
長
　
泉
　
　
幸
一

副
支
部
長
　
丹
　
　
勝
義
　
岩
間
　
伸
博

常
任
理
事
　
小
貫
　
康
夫

理
　
　
事
　
鈴
木
　
欽
一
　
須
藤
　
修
一

　
　
　
　
　
海
野
　
定
文
　
宇
佐
美
　
洸

　
　
　
　
　
松
田
　
修
平
　
桑
名
　
義
彦

　
　
　
　
　
福
田
　
敬
士
　
吉
井
　
　
豊

　
　
　
　
　
高
野
　
　
修
　
吉
澤
　
武
康

　
　
　
　
　
矢
代
　
博
一
　
篠
原
　
陸
良

　
　
　
　
　
鈴
木
　
睦
夫
　

　
　
　
　
　
生
田
目
陽
一（
研
修
旅
行
担
当
）

　
　
　
　
　
宮
原
　
志
朗（
会
報
編
集
委
員
）

監
　
　
事
　
小
松
崎
和
子
　
片
桐
　
　
保

顧
　
　
問
（
研
修
旅
行
担
当
）　
朝
日
　
　
正

（
生
田
目
　
陽
一
）

県
北
支
部

　
令
和
３
年
５
月
13
日 

（
木
）、
常
陸
太
田

市
木
崎
町
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン
ば
ん
び
」
で
、

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
全
員

マ
ス
ク
着
用
と
体
温
測
定
、
座
席
は
十
分
な

距
離
を
確
保
し
対
面
に
な
ら
な
い
様
に
配
慮

し
ま
し
た
。

　
本
来
は
、
近
く
の
「
山
吹
運
動
公
園
」
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
定
例
会
を
開
催
後

に
定
期
総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
定
期
総
会
の
開
催
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支部の動き

○
第
１
０
３
回

　
桜
の
開
花
と
と
も
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

対
策
が
継
続
す
る
中
、
当
会
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

コ
ー
ス
で
も
あ
る
ノ
ー
ス
シ
ュ
ア
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
参
加
者
13
名
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
会
で
は
、
高
齢
化
に
よ
る
退
会
者
の
増

加
と
と
も
に
、
近
年
の
新
規
加
入
者
が
少
な

い
こ
と
か
ら
会
員
数
の
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
大
会
は
、
降
雨
を
心
配
す
る
不
安
定
な
天

候
で
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
プ
レ
ー
に

県
退
水
郷
会
ゴ
ル
フ
大
会
結
果
報
告

○
第
１
９
０
回

　
令
和
３
年
４
月
20
日
、
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
Ｃ
Ｃ

　
当
日
は
初
夏
を
思
わ
せ
る
陽
気
で
絶
好
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
今
回
、
何
年
か
ぶ
り
に

ハ
ン
デ
ィ
ー
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
Ｈ
Ｃ
を
追
い
風
と
捉
え
た
会
員
も
。

　
優
　
勝
　
和
田
　
文
男

　
準
優
勝
　
牧
野
　
　
稔

　
第
３
位
　
関
根
　
秀
隆

　
Ｂ
　
Ｇ
　
高
橋
　
金
治

　
優
勝
の
和
田
さ
ん
、
Ｈ
Ｃ
は
ま
だ
ま
だ
余

県
北
め
い
き
ゅ
う
会
定
例
会

裕
が
あ
る
の
で
次
回
以
降
も
要
マ
ー
ク
で
す
。

○
第
１
９
１
回

　
令
和
３
年
５
月
、
い
つ
に
な
く
多
く
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
が
雨
の
た
め
中
止
。

　
紙
面
が
余
っ
た
の
で
、
最
近
の
反
省

シ
ョ
ッ
ト
の
事
を
少
々
。

　
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
深
め
の
ラ
フ
に
捕
ま
っ
た

第
２
打
目
。
ア
イ
ア
ン
か
ウ
ッ
ド
か
迷
っ
た

あ
げ
く
３
ｗ
を
手
に
。
結
果
は
案
の
定
ゴ
ロ

で
５
・
６
ヤ
ー
ド
先
。
深
め
の
ラ
フ
は
ア
イ

ア
ン
と
思
い
な
が
ら
、
た
ま
に
出
る
ま
ぐ
れ

の
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
が
一
瞬
頭
を
ヨ
ギ
っ
て

し
ま
う
ん
で
す
。 

（
Ｓ
）

生
憎
の
雨
降
り
で
競
技
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

　
当
部
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
に
設
立
し
、

今
年
で
11
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
現
在
の
会
員
は
21
名
で
す
が
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
は
初
め
て
と
い
う
方
も
積
極
的

に
入
会
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
新
入
会
の
方
が
増
え
て
も
、
ご
高
齢
の

方
が
参
加
困
難
等
の
理
由
に
よ
り
退
会
さ
れ
、

会
員
数
は
現
状
維
持
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
年
に
４
回
の
定
期
大
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
落

ち
着
い
て
き
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
す
様
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　
初
め
て
の
方
や
、
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
等
の

道
具
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
も
、
定
期
大
会

時
に
は
道
具
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
し
て
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
幹
事
　
吉
澤
　
武
康
）

集
い
に
つ
い
て
は
、
感
染
防
止
策
の
徹
底
を

図
り
継
続
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
支
部
助

成
金
の
交
付
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
支
部
の
組
織
運
営
も
新
規
加
入
者
の
減
少

が
続
く
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
て
、
役
員
を

中
心
に
し
た
退
職
者
及
び
未
加
入
者
に
対
す

る
加
入
促
進
が
事
業
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
昨
年
度
は
中

止
と
な
っ
た
視
察
研
修
及
び
講
演
会
は
、
現

在
実
施
が
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
状
況
改
善
を
願
い
、
年
度
後
半
で
の
開

催
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お

り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員

顧
　
　
問
：
下
河
辺
幸
夫
　
柳
橋
　
政
義

　
　
　
　
　
小
牧
　
康
彦

支
部
長
：
大
久
保
敏
雄

副
支
部
長
：
人
見
　
一
教
　
野
川
　
康
利

常
任
理
事
：
高
崎
　
　
真

幹
　
　
事
：
日
向
寺
　
貢

理
　
　
事
：
飯
塚
　
道
明
　
斎
藤
　
　
靖

　
　
　
　
　
児
矢
野
宏
徳
　
須
賀
田
恒
彦

　
　
　
　
　
岡
　
　
四
郎
　
羽
生
　
　
章

　
　
　
　
　
村
田
　
勝
利
　
高
野
　
　
廣

　
　
　
　
　
谷
口
　
一
郎
　
橋
本
由
美
子

　
　
　
　
　
堀
米
　
義
光
　
小
見
ト
モ
子

　
　
　
　
　
栗
原
　
久
弥
　
海
老
原
　
衛

　
　
　
　
　
草
野
　
一
夫

監
　
　
事
：
田
崎
　
恵
久
　
横
田
　
義
彦

（
幹
事
　
日
向
寺
　
貢
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
依

然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
か
ら
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
会
員
の
健
康
と
安
全
を

考
慮
し
、
５
月
に
開
催
を
予
定
し
た
定
期
総

会
及
び
理
事
会
の
開
催
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
会
員
に
は
定
期
総
会
資
料
を
送
付
し
て
、

事
業
内
容
等
の
承
認
を
求
め
る
と
と
も
に
、

支
部
運
営
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
度
に
支
部
事
業
と
し
て
計
画
し
ま
し

た
視
察
研
修
及
び
講
演
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
収
束
を
願
い
年
度
後
半
に

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
中
止
と
い

う
非
常
に
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
県
退
水
郷
会
（
ゴ
ル
フ
）
及
び
女
性
の

鹿
行
支
部
定
期
総
会

鹿
行
支
部
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第
１
７
４
回

　
令
和
３
年
４
月
16
日
、
ダ
イ
ヤ
グ
リ
ー
ン

倶
楽
部
に
て
、
令
和
３
年
度
最
初
の
コ
ン
ペ
を

開
催
。
参
加
者
は
32
名
。
ス
タ
ー
ト
前
に
馬

場
清
康
会
長
か
ら
の
挨
拶
と
新
会
員
の
紹
介

が
あ
っ
た
。
薄
曇
り
の
春
の
穏
や
か
な
陽
気
の

中
で
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　
ラ
ウ
ン
ド
終
了
後
、
本
年
度
最
初
の
開
催

に
つ
き
、
成
績
発
表
前
に
本
会
の
総
会
を
開

催
。
川
村
誠
会
計
か
ら
令
和
２
年
度
会
計
収

支
に
つ
い
て
報
告
し
、
長
谷
川
和
夫
幹
事
長

南
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

か
ら
本
年
度
の
開
催
計
画
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
岡
野
　
貞
男

準
優
勝
　
大
槻
　
敬
一

第
３
位
　
石
浜
　
昇

Ｂ
・
Ｇ
　
湯
原
　
昇

対
す
る
熱
い
思
い
か
ら
、
晴
れ
間
も
覗
く
絶

好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
競
技
結
果
は
、
秘
め
た
る
実
力
の
発
揮
と

堅
実
な
プ
レ
ー
に
徹
底
し
た
米
川
圭
紀
氏
が

優
勝
す
る
と
と
も
に
経
験
豊
富
な
ゴ
ル
フ
技

術
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
人
見
一
教
氏
が
準

優
勝
す
る
な
ど
、
シ
ョ
ー
ト
ゲ
ー
ム
が
良

か
っ
た
競
技
者
が
上
位
を
占
め
る
成
績
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

　
優
　
勝
　
米
川
　
圭
紀

　
準
優
勝
　
人
見
　
一
教

　
第
３
位
　
郡
司
　
良
治

　
競
技
終
了
後
は
、
表
彰
及
び
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
わ
れ
、次
回
の
コ
ン
ペ
開
催
（
６
月
８
日
）

と
と
も
に
定
期
総
会
の
開
催
を
決
定
し
ま
し

た
。 

（
常
任
幹
事
　
日
向
寺
　
貢
）

フ
ク
ラ
ブ
、
か
す
み
会
に
運
営
費
助
成
予
定

【
新
役
員
】

支
部
長
　
長
谷
川
　
泉

副
支
部
長
　
飯
島
　
　
卓
　
信
田
　
和
男

常
任
理
事
　
中
島
　
　
平

理
　
　
事
　
今
泉
　
稔
勇
　
斎
藤
　
幸
好

　
　
　
　
　
柴
山
美
枝
子
　
鈴
木
　
俊
一

　
　
　
　
　
殿
岡
　
將
男
　
鈴
木
喜
代
子

　
　
　
　
　
長
谷
川
和
夫
　
高
野
内
　
明

　
　
　
　
　
長
谷
川
和
男
　
原
田
　
潔
巳

　
　
　
　
　
菊
地
　
通
雄
　
晝
田
　
照
夫

　
　
　
　
　
中
澤
　
和
美
　
飯
田
　
　
豊

　
　
　
　
　
土
田
　
清
志
　
馬
場
　
清
康

　
　
　
　
　
岡
田
　
久
司
　
小
嶋
　
裕
司

　
　
　
　
　
糸
賀
　
忠
夫
　
矢
口
喜
一
郎

　
　
　
　
　
湯
原
　
　
昇
　
川
村
　
　
誠

　
　
　
　
　
宇
都
木
康
予

監
　
　
事
　
大
久
保
勝
弘
　
小
松
崎
和
男

（
信
田
　
和
男
）

県
南
支
部

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
の

気
配
が
ま
だ
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
支
部
会

員
の
健
康
と
安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
４
月

22
日
開
催
の
役
員
会
に
お
い
て
協
議
の
結
果
、

５
月
18
日
開
催
予
定
の
定
期
総
会
及
び
県
政

懇
話
会
を
中
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
主
な
事
業
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
定
期
総
会
・
県
政
懇
話
会
　
５
月
中
止

２
　
研
修
視
察
旅
行
　
９
月
実
施
予
定

３
　
講
演
会
　
12
月
実
施
予
定

４
　
趣
味
の
会
の
育
成

　
園
芸
ク
ラ
ブ
、
棋
道
ク
ラ
ブ
、
南
友
会
ゴ
ル

県
南
支
部
定
期
総
会

第
１
７
５
回

　
令
和
３
年
５
月
14
日
、
Ｃ
Ｃ
ザ
・
レ
イ
ク

ス
に
て
23
名
の
会
員
の
参
加
を
得
て
開
催
。

ザ
・
レ
イ
ク
ス
の
コ
ー
ス
は
フ
ラ
ッ
ト
で
、

フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
は
比
較
的
広
い
が
、
名
前
の

と
お
り
池
が
多
く
、
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
し

ま
う
会
員
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た
。
リ
ス

キ
ー
な
状
況
を
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
根
本
　
和
彦

準
優
勝
　
橋
本
　
邦
夫

第
3
位
　
高
須
　
米
司

Ｂ
・
Ｇ
　
塚
本
　
和
郎

　
本
会
で
は
年
６
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
を
ご
希
望
さ
れ

る
方
は
、
長
谷
川
和
夫
幹
事
長
（
０
９
０

－

３
１
３
３

－

８
０
５
１
）ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
幹
事
　
橋
本
　
邦
夫
）

　
令
和
３
年
４
月
13
日
（
火
）
筑
西
合
同
庁

舎
の
大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
１
回
役
員
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
題
は
令
和
２
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和
３
年
度

事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）、

役
員
改
選
（
案
）、
令
和
３
年
度
県
西
支
部
通

常
総
会
の
対
応
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
す

べ
て
の
付
議
議
案
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
通
常
総
会
に
つ
い
て
は
、
新
型

県
西
支
部
通
常
総
会

県
西
支
部



10

支部の動き

　
令
和
２
年
度
下
半
期
は
、
月
１
回
の
割
合

で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
３
年
１
月
に
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
と
な
り
、
５
回
の
開
催

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

第
３
５
５
回
　
10
月
14
日
（
水
）

　「
ま
し
こ
Ｇ
．
Ｃ
」
48
名
参
加

　
優
　
勝
　
中
里
　
唯
男

　
準
優
勝
　
小
竹
　
光
男

第
３
５
６
回
　
11
月
10
日
（
火
）

　「
笠
間
Ｃ
．
Ｃ
」
43
名
参
加

　
優
　
勝
　
豊
田
　
　
正

　
準
優
勝
　
小
山
　
芳
文

第
３
５
７
回
　
12
月
９
日
（
水
）

　「
益
子
Ｃ
．
Ｃ
」
39
名
参
加

　
優
　
勝
　
石
川
　
哲
夫

　
準
優
勝
　
平
間
　
　
孝

第
３
５
８
回
　
１
月
12
日
（
火
）

　 「
Ｇ
５
Ｃ
　
か
さ
ま
フ
ォ
レ
ス
ト
」

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止

第
３
５
９
回
　
２
月
10
日
（
水
）

　「
Ｊ
Ｇ
Ｍ
笠
間
Ｇ
．
Ｃ
」
33
名
参
加

　
優
　
勝
　
石
川
　
哲
夫

　
準
優
勝
　
菅
家
　
正
美

第
３
６
０
回
　
３
月
９
日
（
火
）

　「
ア
ジ
ア
下
館
Ｃ
．
Ｃ
」
38
名
参
加

　
優
　
勝
　
小
池
　
邦
雄

紫
西
会
　
令
和
２
年
度
下
半
期
（
ゴ
ル
フ
）

　
準
優
勝
　
寺
田
　
芳
明

　
上
半
期
と
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
３
密
防
止
の
た
め
表
彰
式
を
行
わ
ず
、
ゴ

ル
フ
終
了
後
自
由
解
散
方
式
を
と
っ
て
対
応

し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
に
「
優
勝
者
の
ひ
と
こ
と
」
を

も
ら
い
ま
し
た
の
で
記
し
た
い
と
お
も
い
ま

す
。

◎ 

中
里
　
唯
男
氏
（
グ
ロ
ス
81
　
ネ
ッ
ト

66
）

　
健
康
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎ 

豊
田
　
　
正
氏
（
グ
ロ
ス
85
　
ネ
ッ
ト

70
）

　
今
回
優
勝
で
き
た
の
は
、
最
後
ま
で
諦
め

ず
に
プ
レ
ー
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

ま
た
ピ
ン
そ
ば
に
寄
っ
た
り
と
「
ツ
キ
」
に

恵
ま
れ
た
。

　
２
年
ほ
ど
前
に
左
手
親
指
の
付
け
根
を
痛

め
て
、
ク
ラ
ブ
を
振
ら
な
い
間
に
飛
距
離
が

極
端
に
落
ち
、
ス
コ
ア
メ
イ
ク
に
苦
労
し
て

い
た
が
、
そ
ん
な
中
、
久
し
ぶ
り
に
優
勝
で

き
た
の
は
嬉
し
い
か
ぎ
り
だ
。

　
年
を
重
ね
て
目
指
す
は
エ
イ
ジ
シ
ュ
ー

ト
！
「
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て
疲
れ
て
帰
る
」

を
基
本
に
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
。

◎ 
石
川
　
哲
夫
氏
（
12
月
グ
ロ
ス
89
　
ネ
ッ

ト
68
、
２
月
グ
ロ
ス
86
　
ネ
ッ
ト
71
）

　
令
和
２
年
12
月
、
令
和
３
年
２
月
と
連
続

し
て
優
勝
し
た
。
３
月
例
会
に
は
優
勝
す
れ

ば
史
上
初
の
快
挙
だ
と
周
り
か
ら
お
だ
て
ら

れ
、
そ
の
気
に
な
っ
た
ら
何
と
最
下
位
に

な
っ
た
。「
奢
れ
る
も
の
久
し
か
ら
ず
、
沈

着
冷
静
を
旨
と
す
べ
し
」
の
格
言
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
人
生
ま
た
し
か
り
で
す
ね
。

◎ 

小
池
　
邦
雄
氏
（
グ
ロ
ス
92
　
ネ
ッ
ト

68
）

　
ア
ジ
ア
下
館
で
優
勝
し
ま
し
た
。
松
食
い

虫
の
影
響
で
一
昔
前
か
ら
の
ゴ
ル
フ
場
の
イ

メ
ー
ジ
が
一
変
し
、
攻
略
法
が
難
し
く
な
り

ま
し
た
。

　
写
真
は
、令
和
２
年
度
下
半
期
の
優
勝
者
・

準
優
勝
者
の
皆
さ
ん
と
小
田
部
会
長
で
す
。

　
令
和
３
年
５
月
寄
稿（
幹
事
　
安
　
光
美
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症
か
ら
丸
１

年
が
経
過
す
る
も
感
染
の
収
束
が
見
通
せ
ず
、

従
っ
て
会
員
の
健
康
と
安
全
を
最
優
先
に
考

え
、
昨
年
度
と
同
様
中
止
す
る
こ
と
と
し
、

通
常
総
会
に
付
議
す
る
議
案
は
、
上
記
の
第

１
回
役
員
会
議
の
議
決
を
も
っ
て
通
常
総
会

議
決
事
項
に
代
え
る
こ
と
で
対
応
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
改
選
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３

役
人
事
（
支
部
長
、
副
支
部
長
、
常
任
理
事
）

の
後
任
者
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
規
約

の
定
め
に
よ
り
後
任
者
が
就
任
す
る
と
き
ま

で
引
き
続
き
現
行
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
新
任
者
は
本
部
の
女
性
理
事
、

４
役
ポ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
幹
事
、
理
事
１

名
が
了
承
さ
れ
る
と
と
も
に
、
現
行
の
理
事
、

監
事
、
広
報
編
集
委
員
及
び
県
庁
友
の
会
50

周
年
記
念
事
業
検
討
会
委
員
は
再
任
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
四
役
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
・
支
部
長
　
　
堤
　
　
義
雄
（
再
任
）

　
・
副
支
部
長
　
　
菊
池
　
憲
光
（
同
　
）

　
・
同
　
　
　
　
　
菅
家
　
正
美
（
同
　
）

　
・
常
任
理
事
　
　
泉
　
多
加
夫
（
同
　
）

　
・
幹
　
　
事
　
　
飯
島
　
和
一
（
新
任
）

○
本
部
の
女
性
理
事
　
渡
辺
　
洋
子
（
新
任
）

○
理
事
（
下
妻
市
）
吉
原
　
英
男
（
新
任
）

○
広
報
編
集
委
員
　
勝
沼
　
健
二
（
再
任
）

○ 

県
庁
友
の
会
50
周
年
記
念
事
業
検
討
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
中
里
　
修
三
（
再
任
）

　
な
お
、
第
１
回
役
員
会
で
後
任
者
が
決
ま

ら
な
か
っ
た
３
役
人
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
月
23
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
第
２
回

役
員
会
に
お
い
て
現
行
体
制
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

（
泉
　
多
加
夫
）
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ル
・
椅
子
付
き
）
そ
こ
で
は
、
常
時
３
〜
４

人
が
集
い
、
農
家
の
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
野
菜
作

り
の
極
意
を
教
わ
り
、
新
品
種
の
紹
介
・
自

慢
の
一
品
を
試
食
後
、
物
々
交
換
等
が
行
わ

れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
備
え
た
対
策

と
し
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ス
タ
ン
ス
で

対
処
し
て
い
る
。
青
空
を
仰
ぎ
、
小
鳥
の
さ

え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
、
雉
の
子
育
て
も
垣

間
見
な
が
ら
、
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
る
毎

日
で
あ
る
。

　
☆ 

主
な
農
機
具
：
マ
ン
ノ
ウ
１
・
シ
ャ
ベ

随想・文芸随想・文芸
会員

のひろば
〝
家
庭
菜
園
30
年
を

　
　
　
　
　
振
り
返
っ
て〝

　
　
　
　
　
　
　
水
戸
支
部

藤
咲
　
　
弘

　
子
供
の
将
来
を
見
据
え
低
農
薬
栽
培
が
大

切
と
妻
が
団
地
の
空
き
地
を
利
用
し
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
・
ト
マ
ト
・
な
す
・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど

を
手
軽
に
作
り
始
め
た
の
が
契
機
と
な
っ
た
。

自
分
達
の
老
後
も
考
え
、
30
年
前
に
今
の
と

こ
ろ
に
居
を
移
し
た
の
を
期
に
、
休
耕
地
を

無
償
で
借
り
受
け
家
庭
菜
園
を
始
め
て
み
る

と
奥
が
深
く
、
連
作
障
害
・
病
虫
害
・
鳥
害

等
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
の
た
び
に
仲
間
達
に

対
処
方
法
を
尋
ね
栽
培
法
を
学
ぶ
と
共
に
、

従
来
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
に
加
え
て
、
モ
ロ
ヘ

イ
ヤ
・
ハ
ヤ
ト
瓜
・
刀
豆
・
京
芋
・
セ
レ
ベ

ス
・
ヤ
ー
コ
ン
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・

ス
イ
カ
・
サ
ト
イ
モ
・
加
賀
胡
瓜
・
大
ま
さ
り
・

宿
那
と
年
々
そ
の
数
を
増
や
し
、
通
年
で
30

種
類
の
野
菜
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。
愈
々
、

家
庭
菜
園
仲
間
も
増
え
、
駐
車
場
脇
に
サ
ロ

ン
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
（
パ
ラ
ソ
ル
・
テ
ー
ブ

介
護
が
供
養
の
よ
う
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
水
戸
支
部

田
中
　
一
夫

　
６
年
前
に
父
が
独
居
に
な
っ
た
の
を
機
に
、

介
護
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
介
護
制
度
を

活
用
す
る
一
方
で
、
私
は
毎
週
父
を
行
き
つ

け
の
店
に
連
れ
て
行
き
、
一
緒
に
外
食
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
４
年
前
に
、
父
は
と
う
と
う
施
設
に
入
り

ま
し
た
が
、
気
の
合
っ
た
３
人
の
仲
間
に
も

恵
ま
れ
、
毎
日
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
私
は
父
と
の
思
い
出
に
な
る
外

出
を
心
掛
け
ま
し
た
。
最
も
喜
ん
で
く
れ
た

の
は
明
治
天
皇
の
記
念
碑
と
茨
城
空
港
の
Ｆ

４
戦
闘
機
で
し
た
。

　
そ
の
後
も
父
と
の
会
話
を
ビ
デ
オ
で
撮
影

し
た
り
し
て
思
い
で
作
り
を
し
て
い
ま
す
が
、

最
も
驚
い
た
の
は
親
友
の
話
で
し
た
。
そ
の

親
友
の
命
日
に
は
隣
人
と
二
人
で
２
回
忌
の

法
事
を
し
て
ま
で
偲
ん
で
い
た
と
の
こ
と
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
介
護
施
設
で
の
直
接

の
面
会
も
儘
成
ら
ず
、
毎
週
日
曜
日
午
後
２

時
に
ひ
孫
も
含
め
て
ラ
イ
ン
の
グ
ル
ー
プ
通

話
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
文
字
や
映

像
が
１
年
分
残
っ
て
い
る
の
で
今
ま
で
に
な

ル
１
・
平
鎌
１
・
移
植
ゴ
テ
１
・
モ
ノ

グ
サ
鎌
１

　
☆ 

主
な
資
材
：
防
鳥
ネ
ッ
ト
10
セ
ッ
ト
・

支
柱
棒
10
本
・
黒
マ
ル
チ
１

　
☆ 

肥
料
：
牛
糞
堆
肥
・
化
成
肥
料
・
鶏
糞
・

油
粕
・
苦
土
石
灰
・
米
ぬ
か

　
☆
種
子
：
通
販
・
市
内
の
種
苗
店

　
☆ 

病
害
虫
対
策
：
マ
ラ
ソ
ン
乳
剤
・
オ
ル

ト
ラ
ン
液
・
粉
剤
・
ダ
コ
ニ
ー
ル
・
ネ

マ
ト
リ
ン

　
☆ 

カ
ラ
ス
対
策
：
ネ
ッ
ト
・
防
鳥
糸

至水戸駅 

至水戸IC

大平鉄工所 
至全隈町

赤塚郵便局 

家庭菜園 
水戸済生会総合病院

＜現地案内図＞

自慢の一品（加賀胡瓜）：
2018年家庭菜園仲間によるコンクール優秀作品及びレシピ

①　 輪切り（半月）にして、
みそを付けて

②： 薄薄切り（５ミリ）に
して、塩浅付け

③： 厚切り（１センチ）に
して、筑前煮

④： せんつき　酢漬け（す
し酢を使う）

⑤： 厚切り（２～３センチ）
にして、おでん煮
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会員のひろば

後
期
高
齢
か
ら
の
起
業

　
　
　
　
　
　
　
那
珂
支
部

綿
引
　
久
男

　
最
近
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
人
生
百
年
時

代
を
テ
ー
マ
と
し
た
話
題
で
、
人
生
百
年
を

い
か
に
楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を
送
る
か
等

の
事
例
紹
介
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
も
こ
れ
か
ら
の
人
生
百
年
に
向
け
て
楽

し
く
充
実
し
た
人
生
に
す
る
こ
と
を
実
践
し

よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
五
十
七
才
で
県
職
員
を
卆
業
し
、
そ
の
後

政
治
の
世
界
に
入
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
政

治
家
の
宿
命
と
し
て
常
に
住
民
の
目
線
を
意

識
せ
ざ
る
を
得
ず
、
精
神
的
に
は
や
す
ら
ぐ

時
も
少
く
、
ま
た
首
長
時
代
に
は
休
日
も
含

め
、
ほ
と
ん
ど
自
由
な
時
間
を
持
つ
こ
と
も

で
き
ず
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
と
は
か
け
離
れ

て
い
ま
し
た
。

　
二
年
前
政
治
か
ら
引
退
し
て
か
ら
は
、
学

生
時
代
か
ら
続
け
て
い
る
登
山
や
ゴ
ル
フ
、

　
こ
の
河
内
駅
家
の
所
在
地
が
ず
っ
と
分
か

ら
な
い
も
の
で
す
。
素
人
の
研
究
で
自
費
出

版
す
る
も
の
で
誰
に
も
迷
惑
も
か
け
な
い
と

思
い
一
念
発
起
し
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
す
。

　
私
は
水
戸
市
渡
里
町
字
前
原
に
住
み
ま
し

た
。
住
ん
で
い
た
家
の
傍
を
推
定
の
古
代
官

道
が
通
っ
て
お
り
、
近
く
に
那
珂
川
の
河
岸

段
丘
の
崖
が
あ
り
、
切
り
通
し
を
下
る
と
河

那
珂
川
の
ほ
と
り

　
ー
河
内
駅
家
を
探
す
ー

　
　
　
　
　
　
　
水
戸
支
部

樫
村
　
弘
明

い
良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
緑
に

花
が
咲
い
て
紅
葉
落
葉
し
た
り
、
空
地
で
基

礎
工
事
が
始
ま
っ
た
と
思
っ
た
ら
住
宅
が
で

き
一
家
が
住
み
始
め
た
り
、
乳
飲
み
子
が
歩

き
出
し
た
り
し
ま
す
。

　
今
年
に
な
っ
て
父
は
ベ
ッ
ド
の
人
に
な
り
、

あ
ま
り
喋
べ
り
ま
せ
ん
。
写
真
は
毎
週
会
う

度
に
撮
っ
て
い
ま
す
が
、
父
の
最
高
の
笑
顔

を
残
し
て
あ
げ
た
い
と
の
思
い
で
す
。
見
舞

い
は
一
人
芝
居
に
な
り
ま
す
か
ら
、
笑
顔
を

引
き
出
す
の
も
一
苦
労
。
ど
こ
か
楽
し
ん
で

い
る
自
分
に
ニ
ン
マ
リ
す
る
こ
と
も
・
・
・

　
介
護
施
設
で
は
数
人
の
職
員
さ
ん
が
チ
ー

ム
で
対
応
し
て
世
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
介

護
機
器
の
取
扱
い
、
寝
か
せ
方
起
こ
し
方
は

写
真
入
り
の
説
明
書
が
壁
に
貼
っ
て
あ
る
ほ

ど
の
念
の
入
り
よ
う
。

　
職
員
さ
ん
が
父
の
寝
顔
を
見
て
い
て
「
可

愛
い
の
で
こ
う
し
て
見
に
来
ま
す
」
と
も
。

本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

　
介
護
を
し
て
い
る
と
介
護
の
友
人
が
増
え

て
い
き
ま
す
。
十
人
に
一
人
く
ら
い
は
介
護

が
楽
し
い
と
言
い
ま
す
。

　
介
護
に
は
様
々
な
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
す
。

介
護
の
舞
台
は
関
係
者
が
観
客
で
、
当
事
者

に
と
っ
て
は
檜
舞
台
だ
と
思
い
ま
す
。
現
役

世
代
に
す
れ
ば
育
ん
で
く
れ
た
世
代
へ
の
感

謝
で
あ
り
、
介
護
さ
れ
る
側
に
す
れ
ば
実
績

の
一
部
享
受
と
思
い
ま
す
。

を
し
て
い
た
事
で
し
ょ
う
。
河
内
駅
家
の
解

釈
で
は
今
ま
で
に
は
な
い
新
た
な
解
釈
を
引

き
出
す
事
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

原
に
出
ら
れ
ま
す
。
川
の
近
く
に
河
内
駅
家

が
あ
る
こ
と
が
県
立
歴
史
館
に
現
存
す
る

『
菅
政
友
本
』
の
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
掲

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
那
賀
郡
の
条
に
河
内

駅
家
の
短
い
漢
文
が
、
次
の
記
述
内
容
で
す
。

　
書
き
下
し
文
：
郡
よ
り
東
北
、
疾
き
粟
河

に
駅
家
を
置
け
り
。
本
、
粟
河
に
近
く
し
て

河
内
の
駅
家
と
謂
ひ
き
。
今
、
本
の
隋
に
名

づ
く
。

　
こ
の
文
献
か
ら
河
内
駅
家
の
所
在
地
を
探

す
内
容
の
本
で
す
。
い
く
つ
か
設
け
た
調
査

項
目
の
中
に
河
内
駅
家
を
徹
底
的
に
読
み
直

す
こ
と
を
入
れ
ま
し
た
。
当
時
の
人
達
の
文

章
の
表
現
方
法
を
調
べ
る
た
め
に
中
西
進
の

万
葉
集
を
読
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
纏
向
川
の

歌
が
あ
り
ま
し
た
。
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字

に
河
内
駅
家
と
同
じ
も
の
が
使
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
何
か
参
考
に
な
る
も
の
は
あ
る
か
歌

の
解
釈
を
読
み
ま
し
た
。
そ
の
解
釈
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
ま
し
た
。
具
体
的
に
物
理
的
距
離

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
聴
覚
か
ら
感
じ
る
こ
と

が
出
来
る
感
覚
上
の
距
離
を
意
味
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
の
纏
向
川
の
歌
は
柿
本
人
麻
呂
の
歌
集
に

あ
り
ま
す
。
柿
本
人
麻
呂
は
歌
の
聖
人
で
す
。

　
知
名
度
は
高
く
当
時
の
知
識
人
な
ら
知
っ

て
い
た
事
で
し
ょ
う
。『
常
陸
国
風
土
記
』

を
記
述
し
て
い
る
人
達
は
歌
の
聖
人
柿
本
人

麻
呂
の
歌
集
を
読
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。
公

務
員
試
験
を
受
験
す
る
た
め
に
歌
集
で
勉
強
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卆
寿
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
県
北
支
部

矢
越
　
一
枝

　
歳
月
は
人
を
待
た
ず
と
か
い
い
ま
す
が
、

何
時
の
間
に
か
卆
寿
を
迎
え
た
。
振
り
か

え
っ
て
み
て
障
害
者
福
祉
作
業
所
の
調
査
員

や
婦
人
相
談
所
の
相
談
員
と
し
て
Ｄ
Ｖ
の
仕

事
に
従
事
し
た
が
、
い
づ
れ
も
県
の
依
頼
で

行
っ
た
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
後
地
域
福
祉
の

た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
高
齢
者
の
食

事
サ
ー
ビ
ス
や
母
子
福
祉
会
の
仕
事
に
永
年

携
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
印
象
深
か
っ
た

の
は
、
今
年
一
〇
年
の
節
目
を
迎
え
た
東
日

本
大
震
災
の
翌
年
母
子
福
祉
会
の
会
員
を
連

れ
て
宮
城
県
名
取
市
母
子
福
祉
会
の
見
舞
を

兼
ね
て
交
流
会
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
当
市
の
職
員
の
案
内
で
日
和
山
と
い
う
神

社
の
跡
地
に
登
っ
た
。
三
月
十
一
日
の
大
津

波
で
こ
の
丘
に
避
難
し
た
近
隣
の
住
民
百
人

程
が
神
社
と
共
に
流
さ
れ
た
。
そ
の
跡
に
建

て
ら
れ
た
卒
塔
婆
に
線
香
を
手
向
け
な
が
ら

泣
い
た
。

　
交
流
会
で
は
閖
上
地
区
の
会
員
五
名
が
亡

く
な
り
、
家
族
や
家
を
失
っ
た
人
達
、
今
迄

体
験
し
た
こ
と
の
な
い
恐
怖
を
味
わ
っ
た
話

を
伺
い
、
苦
し
み
や
悲
し
み
の
絶
望
感
の
中

で
ど
れ
程
悲
惨
な
思
い
を
し
て
き
た
か
と
思

う
と
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
会
員
の
ほ
と

ん
ど
が
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
と
の
こ

と
語
る
も
涙
聞
く
も
涙
の
一
日
だ
っ
た
。

　
津
波
に
流
さ
れ
て
何
ひ
と
つ
残
さ
れ
て
い

な
い
広
大
な
荒
地
の
一
角
の
雑
草
の
中
に
一

輪
の
花
を
見
つ
け
て
感
想
文
を
書
い
た
会
員

が
い
た
。
共
に
母
子
福
祉
会
の
運
営
や
、
合

同
庁
舎
の
売
店
の
設
置
や
経
営
に
携
わ
っ
て

き
た
仲
間
で
あ
る
。
今
年
の
三
月
に
交
通
事

故
で
亡
く
な
っ
た
。
又
一
人
大
切
な
仲
間
を

失
っ
た
。

　
長
生
き
の
秘
訣
は
趣
味
を
持
っ
て
規
則
正

し
い
生
活
を
す
る
こ
と
と
か
、
毎
朝
歩
い
て

い
る
。
お
茶
を
教
え
た
り
編
物
の
教
室
や
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
講
座
に
通
っ
て
い
る
。

時
に
は
老
人
会
や
友
の
会
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
に
参
加
し
て
汗
を
流
し
た
り
し
て
い
る
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
好
き
な

趣
味
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
半
年
を
過

ぎ
た
頃
か
ら
趣
味
だ
け
の
生
活
に
物
足
り
な

さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
人
生
百
年
時
代
、
私
は
百
才
ま
で
あ
と

二
十
五
年
も
残
し
て
い
る
の
で
趣
味
以
外
の

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

　
従
来
経
験
し
て
き
た
仕
事
は
す
べ
て
公
的

な
仕
事
で
し
た
の
で
、
新
し
く
取
組
む
仕
事

は
、
民
間
に
関
す
る
こ
と
に
し
よ
う
と
種
々

検
討
し
た
結
果
、
七
十
五
才
か
ら
始
め
る
仕

事
と
し
て
体
力
を
あ
ま
り
使
わ
ず
、
比
較
的

自
由
時
間
も
持
つ
こ
と
の
で
き
る
仕
事
と
し

て
花
屋
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
家
族
か
ら
は
マ
グ
ロ
か
カ
ツ
オ
み
た
い
に

常
に
動
い
て
い
な
い
と
死
ん
で
し
ま
い
そ
う

な
性
格
な
の
で
好
き
な
こ
と
を
ど
う
ぞ
と
許

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
花
屋
の
開
業
に
あ
た
っ
て
は
、
約
三
ヶ
月

で
株
式
会
社
向ひ

ま
わ
り

日
葵
を
設
立
し
、
店
の
名
称

は
「
花
の
店
め
ぶ
き
」
と
し
て
昨
年
二
月
開

店
し
ま
し
た
。
開
業
に
あ
た
り
難
か
し
か
っ

た
の
は
花
を
扱
っ
た
経
験
・
知
識
の
あ
る
従

業
員
を
探
す
の
が
大
変
で
し
た
。
開
業
一
年

五
ヶ
月
が
過
ぎ
常
勤
一
名
、
パ
ー
ト
四
名
で

運
営
し
て
ま
す
。

　
花
を
扱
う
に
は
、
花
の
種
類
、
出
回
る
時

期
、
管
理
方
法
、
市
場
の
値
段
等
専
門
的
な

知
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
私
は
そ
の
よ

う
な
専
門
知
識
が
全
く
無
い
の
で
、
す
べ
て

従
業
員
に
ま
か
せ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
寂
し
い
の
は
子
供
や

孫
に
会
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
生
ま

れ
て
き
た
曽
孫
の
顔
を
見
る
こ
と
も
で
き
な

い
。
写
真
に
向
か
っ
て
「
咲
那
ち
ゃ
ん
お
早

よ
う
」
と
声
を
か
け
て
い
る
。
早
く
収
束
し

元
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
私
の
役
割
は
、
資
金
管
理
と
電
話
番
だ
け

で
す
の
で
、
登
山
（
昨
年
は
鳥
海
山
、
福
島
、

栃
木
、
大
子
町
内
の
山
等
十
回
）、
毎
月
数

回
の
ゴ
ル
フ
、
週
数
回
の
五
ｋ
ｍ
ジ
ョ
ギ
ン

グ
等
の
趣
味
と
も
両
立
し
て
百
才
に
む
か
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
経
営
的
に

は
苦
戦
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
く
の
新

規
参
入
事
業
で
も
あ
る
の
で
、
三
年
後
ま
で

に
経
営
が
軌
道
に
の
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い

ま
す
。百
才
ま
で
に
は
、あ
と
二
十
四
年
残
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
！

　
友
の
会
の
皆
さ
ん
、
県
庁
卆
業
か
ら
百
才

ま
で
四
十
年
あ
り
ま
す
。
先
は
長
い
で
す
。

趣
味
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

〝
日
残
り
て
　
暮
る
る
に
　
い
ま
だ
遠
し
〞

「
残
日
録
」
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Q　シリーズ
知っていますか

○
高
齢
者
の
住
ま
い

●
高
齢
者
の
住
ま
い
の
種
類

　
住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
を
離
れ
、
高
齢
者
の

方
が
住
ま
わ
れ
る
「
住
ま
い
」
と
し
て
主
な

も
の
を
【
表
１
】
の
と
お
り
掲
載
し
ま
し
た
。

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
医

療
院
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
た
方
で
な
い
と
入
所
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

知っていますか

　
一
方
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
（
サ
高
住
）、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）
は
、
元
気
な
方

か
ら
介
護
が
必
要
な
方
ま
で
入
居
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
、
住
宅
で
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
に
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
る
「
介

護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
は
、
外
部
の
訪
問
介
護
事
業
所
等
を
利

用
す
る
「
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」、
介

護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
契
約
を
解

除
し
て
退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
健
康

型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
住
宅
型
有
料
老

人
ホ
ー
ム
で
は
、
介
護
保
険
適
用
外
の
介
護

●
住
ま
い
を
選
択
さ
れ
る
際
に
は

　
住
ま
い
を
選
択
さ
れ
る
際
の
相
談
先
を

【
表
２
】
の
と
お
り
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
自

身
で
探
さ
れ
る
場
合
に
は
、
掲
載
し
ま
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
参
考

に
さ
れ
る
と
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
ま
い
を
選
定
さ
れ
る
前
に
、
現

在
、
住
ま
わ
れ
て
い
る
ご
自
宅
や
ご
自
身
の

生
活
環
境
等
を
確
認
さ
れ
る
た
め
に
、
掲
載

し
ま
し
た
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ー
ト
等
を
作

成
さ
れ
て
み
る
と
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
サ
高
住
は
、
各
住
宅

に
よ
っ
て
状
況
が
様
々
で
す
。
か
か
る
費
用

や
提
供
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
元

気
な
方
が
多
く
入
居
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

れ
と
も
介
護
が
必
要
な
方
が
多
く
入
居
さ
れ

て
い
る
の
か
、
介
護
や
医
療
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
に
ど
の
程
度
ま
で
住
み
続
け
る
こ
と

が
可
能
な
の
か
等
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

事
前
に
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
基
本
的
に
自
立

し
て
生
活
で
き
る
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
し
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
サ
高
住
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
、
介

護
、
家
事
、
健
康
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
で
も
提
供
し
て

い
る
場
合
に
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
も
該

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
県
内
で
登
録
さ

れ
て
い
る
サ
高
住
の
ほ
ぼ
全
て
は
、
有
料
老

人
ホ
ー
ム
に
も
該
当
す
る
サ
高
住
で
す
。

【表１】高齢者の住まいの種類
　　　　※ 「有料老人ホームの基礎知識（（公社）全国有料老人ホーム協会作成）」P

３から抜粋（一部変更有り）
施設・住まい 対象者 特　徴
有料老人ホーム 元気な方

要支援の方
要介護の方

・ 介護、食事、生活支援等のいずれかのサービスを
受けることが出来る。
・ ４つの類型〔介護付（一般）・介護付（外部）・住
宅型・健康型〕があり、要介護時の介護サービス
の提供方法が異なる。

サービス付き高齢
者向け住宅
（サ高住）

元気な方
要支援の方
要介護の方

・ 状況把握サービスと生活相談サービスが必須のサ
ービスで、バリアフリー構造や一定の面積、設備
等が定められている。
・ 必須のサービス以外は、それぞれの住まいにより
利用できるサービスの内容が異なる。

認知症高齢者
グループホーム

要支援２の方
要介護の方
※上記は、認
知症の方につ
いて適用

・ 認知症の高齢者が、５～９人以内を１グループと
し、共同生活を送る。
・ 入浴や食事等の日常生活上の介護サービスを受け
ることができる。

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホ
ーム）

原則要介護３
以上の方

・ 常に介護が必要な寝たきりや認知症等の高齢者が
入所。
・ 入浴・食事・排泄等の介護、日常生活上の世話、
機能訓練、健康管理及び療養上の世話を受けるこ
とができる。

介護老人保健施設 要介護の方 ・ 症状が慢性期にある高齢者が、リハビリテーショ
ンを中心に、看護、医学的管理の下で介護、機能
訓練、必要な医療及び日常生活上の世話を受ける。
・ ３カ月ごとにケアプランを作成し、自宅での生活
の復帰をめざす。

介護医療院 要介護の方 ・ 長期にわたる療養を必要とする高齢者が、一定基
準を満たした施設で、介護その他の世話及び機能
訓練、その他の必要な医療を受けることが出来る。

ケアハウス
（軽費老人ホーム）

元気な方
要支援の方
要介護の方

・ 日常生活を行うことは出来るが、身体機能が低下
しつつあるため、自立した生活が不安な高齢者が
利用する。
・ 介護が必要となった場合、ホームが提供する介護
サービスを利用しながら生活することができるも
の（特定施設入居者生活介護）と、外部サービス（訪
問介護等）を利用しながら生活することができる
ものがある。
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が
、
対
応
で
き
る
範
囲
は
各
住
宅
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
事
前
に
よ
く

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、
住
ま
い
の
候
補
を
見
つ
け
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
現
地
を
見
学
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
資

料
等
で
は
分
か
ら
な
い
住
ま
い
の
雰
囲
気
を

感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
り
、
職
員
の
方
に
質

問
を
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
情
報
を
入
手
す

る
こ
と
が
出
来
た
り
し
て
、
そ
の
住
ま
い
が

本
当
に
自
分
に
合
っ
た
も
の
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

現在、 
病院・老健など 
（自宅以外）の 
施設にいますか？ 

はい 

いいえ 
③ 

② 

①

病院の退院支援の相談員（MSW）や施設の相談員に相談
しましょう
　※介護保険を利用中であれば、ケアマネジャーにも相談
　　できます。  

ご本人が住む自治体の介護保険担当部署や地域包括支援
センターに相談しましょう 

自分で探したり、紹介センター（※）などを利用して情
報を集めましょう 

担当のケアマネジャーに相談しましょう 

現在、
病院・老健など
（自宅以外）の
施設にいますか？

現在、どのような状況ですか？

①　介護保険を利用中
②　介護保険を利用していない
　　が、介護が必要
③　介護を必要としていない

（※）高齢者住まい事業者団体連合会では「紹介事業者届出公表制度」を運営しています。
　　　高齢者向け住まいの相談先の参考となるよう、高齢者向け住まい紹介事業を行う事業者（紹介事業者）の一覧を公表する
　　　とともに、紹介事業者の相談・紹介の質を高めることを目的としています。〔紹介事業者一覧　https://koujuren.jp/index1〕

●
住
ま
い
を
契
約
さ
れ
る
際
に
は

　
住
ま
い
と
入
居
（
入
所
）
者
の
関
係
は
、

入
居
（
入
所
）
契
約
書
や
サ
ー
ビ
ス
提
供

契
約
書
等
の
契
約
書
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
契
約
さ
れ
る
際
に
は
、
内
容
を
よ

く
確
認
し
、
不
明
な
点
は
、
職
員
に
質
問
す

る
等
し
て
契
約
前
に
解
消
す
る
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
口
頭
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
記

録
し
て
お
く
と
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
住
ま
い
を
運
営
す
る
事
業
者
は
、
契
約
前

に
入
居
希
望
者
や
そ
の
ご
家
族
の
方
等
に
重

要
事
項
説
明
書
等
の
書
類
に
よ
り
、
住
ま
い

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
か
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
も
よ
く
確
認
し
て
下
さ
い
。

　
契
約
書
や
重
要
事
項
説
明
書
等
は
、
入
居

（
入
所
）
さ
れ
て
か
ら
何
か
あ
っ
た
場
合
等

に
確
認
す
る
重
要
な
書
類
で
す
の
で
、
必
ず

保
管
し
て
お
く
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

●
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
案
内

①
　 

高
齢
期
の
「
住
ま
い
」
選
択
の
た
め
の

確
認
ポ
イ
ン
ト
（（
公
社
）
全
国
有
料

老
人
ホ
ー
ム
協
会
作
成
）

【表２】住まいの相談先
　　　　※ 「高齢者向け住まいの選び方ガイド（高齢者住まい事業者団体連合会作成）」P２か

ら抜粋（一部変更有り）

②
　 

高
齢
者
向
け
住
ま
い
の
選
び
方
ガ
イ
ド

（
高
齢
者
住
ま
い
事
業
者
団
体
連
合
会

作
成
）

③
　 

ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ー
ト
（
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
情
報
提
供
シ
ス

テ
ム
掲
載
）

※
　 

① 

②
は
、検
索
サ
イ
ト
に
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
名
称
を
入
力
し
て
検
索
し
て
下
さ

【インターネットで検索する際のホームページ（一例）】
〇　介護保険施設・事業所（特別養護老人ホーム等）
　　介護サービス情報公表システム：https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/
〇　有料老人ホーム
　　各都道府県等のホームページ
　　茨城県： https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chofuku/shisetsu/yuryou/yuryo-index.html
　　　　　　 ホーム > 茨城で暮らす > 福祉・子育て > 高齢者福祉 > 高齢者福祉施設 > 有料老人ホー

ムについて > 茨城県の有料老人ホーム
　　（公社）全国有料老人ホーム協会　消費者用：https://user.yurokyo.or.jp/
　　　※年会費無料で入居相談等に対応する「輝・友の会」運営
〇　サービス付き高齢者向け住宅（サ高住）
　　サービス付き高齢者向け住宅情報提供システム：https://www.satsuki-jutaku.jp/
〇　軽費老人ホーム（ケアハウス）
　　各都道府県等のホームページ
　　茨城県： https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chofuku/shisetsu/keihi/keihi-toha-0.html
　　　　　　 ホーム > 茨城で暮らす > 福祉・子育て > 高齢者福祉 > 高齢者福祉施設 > 軽費老人ホームとは
〇　高齢者住まい事業者団体連合会　紹介事業者届出公表制度　紹介事業者一覧
　　https://koujuren.jp/index1

い
。（
公
社
）
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
も
の
が
検
索
出
来
ま
す
。

※
　 

③
は
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ホ
ー
ム
画
面
右
側
に
記
載
さ
れ
て

い
る
「
人
生
折
返
し
！
こ
れ
か
ら
の
住

ま
い
と
暮
ら
し
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。
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事務局だより

文
中
の
お
名
前
は
敬
称
略
・
順
不
同
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

叙
勲
の
受
賞
者

　
令
和
３
年
春
の
叙
勲
で
、
次
の
方
々
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
ご
受
賞
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
地
方
自
治
功
労

　
瑞
宝
小
綬
章
　
馬
場
　
清
康
　
つ
く
ば
市

　
瑞
宝
双
光
章
　
山
岡
　
清
司
　
牛
久
市

　
春
秋
の
叙
勲
と
は
別
に
、
次
の
方
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
ご
受
賞
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
瑞
宝
双
光
章
　
大
和
田
彦
吉
　
土
浦
市

（
１
月
１
日
付
け
）

　
　
瑞
宝
双
光
章
　
関
根
　
新
一
　
大
洗
町

（
１
月
１
日
付
け
）

　
　
瑞
宝
双
光
章
　
小
林
　
　
稔
　
水
戸
市

（
３
月
１
日
付
け
）

長
寿
の
お
祝
い

　
令
和
３
年
度
中
（
令
和
４
年
３
月
31
日
ま

で
）
に
、
傘
寿
（
満
80
歳
）
を
迎
え
ら
れ
ま

す
会
員
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
友
の
会
で
は
、
傘
寿
お
祝
い
し
記
念
品
を

お
贈
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
次
の
76
名
の
方
々
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

水
戸
支
部
　
33
名

岩
瀬
　
一
行
　
岩
間
　
靖
彦
　
岩
間
　
律
雄

大
木
　
昭
夫
　
大
谷
　
茂
夫
　
忍
垂
　
紀
雄

川
村
　
重
信
　
木
村
　
正
臣
　
工
藤
　
卓
彌

栗
原
　
光
男
　
小
泉
　
芳
治
　
後
藤
　
道
雄

柴
田
　
弘
道
　
鈴
木
　
弘
光
　
竹
内
　
雅
之

中
沢
　
勝
利
　
長
洲
　
久
里
　
長
嶺
　
家
光

長
谷
川
智
子
　
村
山
美
二
夫
　
望
月
　
　
貴

用
松
　
秀
隆
　
森
　
　
邦
雄
　
横
森
　
ゆ
り

和
氣
　
博
之
　
石
坂
　
彰
敏
　
黒
木
　
　
徹

杉
山
　
豊
樹
　
中
村
　
紀
恵
　
保
坂
美
智
子

長
谷
川
哲
雄
　
立
川
　
新
勝
　
青
木
　
義
雄

那
珂
支
部
　
16
名

伊
野
　
　
昴
　
楳
田
　
　
昭
　
鯉
沼
　
正
宣

三
村
　
士
郎
　
香
山
　
　
俊
　
黒
澤
　
正
宏

後
藤
　
　
忠
　
後
藤
　
武
洋
　
飛
田
　
毅
宏

長
洲
　
秀
完
　
後
藤
　
將
美
　
坂
本
　
　
實

関
　
　
節
夫
　
渋
谷
　
　
英
　
宮
園
　
美
次

飯
村
士
津
雄

県
北
支
部
　
３
名

石
川
　
元
丸
　
竹
内
　
晶
子
　
小
松
崎
和
子

鹿
行
支
部
　
６
名

新
川
　
勝
嘉
　
瀬
尾
　
宗
二
　
宮
内
　
祥
吉

勢
子
　
和
夫
　
千
葉
　
貴
美
　
木
内
巳
恵
子

県
南
支
部
　
12
名

飯
島
　
　
卓
　
半
村
　
和
雄
　
大
槻
　
敬
一

押
見
　
　
誠
　
橿
村
　
邦
子
　
小
泉
嘉
代
子

中
島
　
勝
春
　
原
田
　
潔
巳
　
山
口
　
芳
文

會
田
　
勝
利
　
塚
本
　
和
子
　
岡
野
　
嘉
夫

県
西
支
部
　
６
名

増
山
　
　
博
　
中
島
　
正
隆
　
古
山
　
和
彦

落
合
　
純
子
　
青
木
　
　
弘
　
鈴
木
　
信
雄

歓
迎
！
新
会
員

　
こ
の
３
月
に
県
庁
を
退
職
さ
れ
た
方
、
既

に
退
職
の
方
で
、
５
月
31
日
ま
で
に
次
の

方
々
が
新
た
に
会
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
会
員
の
皆
さ
ん
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

水
戸
支
部
　
小
澤
　
正
哉
　
清
水
　
瑞
祥

　
　
　
　
　
菅
谷
　
昌
英
　
野
上
　
邦
男

　
　
　
　
　
塙
　
　
浩
志
　
亀
山
　
勝
久

　
　
　
　
　
三
好
　
　
隆
　
秋
山
　
真
一

那
珂
支
部
　
佐
藤
　
光
明

県
北
支
部
　
柴
田
　
敬
子
　
深
澤
　
敏
章

　
　
　
　
　
小
森
隆
太
郎
　
坂
本
　
　
均

　
　
　
　
　
浜
崎
　
正
人

鹿
行
支
部
　
鈴
木
　
慶
一

県
南
支
部
　
加
藤
　
安
章
　
根
本
　
和
彦

県
西
支
部
　
関
口
　
浩
美

お
く
や
み

　
令
和
３
年
新
年
号
掲
載
以
降
、
次
の
方
々

に
つ
い
て
、
会
長
か
ら
弔
電
を
差
し
上
げ
、

お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
支
部
の
役
員
が
告
別
式
等
に
参

列
し
、
香
料
を
供
え
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
た
。

﹇
令
和
２
年
６
月
﹈　
１
名

●
岡
本
久
四
郎
　（
93
歳
）　
千
葉
県

﹇
令
和
2
年
７
月
﹈　
２
名

●
谷
口
　
正
朔
　（
89
歳
）　
筑
西
市

●
岡
崎
　
　
洋
　（
88
歳
）　
水
戸
市

﹇
令
和
２
年
９
月
﹈　
１
名

●
滝
　
　
す
ゑ
　（
85
歳
）　
高
萩
市

﹇
令
和
２
年
10
月
﹈　
１
名

●
飯
田
　
健
二
　（
94
歳
）　
筑
西
市

﹇
令
和
２
年
11
月
﹈　
２
名

●
宇
野
　
富
夫
　（
94
歳
）　
那
珂
市

●
石
田
　
　
広
　（
70
歳
）　
笠
間
市

﹇
令
和
２
年
12
月
﹈　
6
名

●
内
田
　
稔
男
　（
88
歳
）　
古
河
市

●
山
中
十
三
夫
　（
88
歳
）　
那
珂
市

●
荘
司
　
剛
二
　（
87
歳
）　
水
戸
市

●
長
山
　
　
保
　（
83
歳
）　
日
立
市

●
菅
野
　
一
郎
　（
85
歳
）　
水
戸
市

●
須
能
　
正
美
　（
90
歳
）　
水
戸
市

﹇
令
和
３
年
１
月
﹈　
８
名

●
長
岡
　
春
子
　（
92
歳
）　
筑
西
市

●
柿
崎
　
正
男
　（
89
歳
）　
潮
来
市

●
荒
井
　
英
雄
　（
70
歳
）　
水
戸
市

●
福
田
陽
之
助
　（
72
歳
）　
結
城
市

●
稲
葉
　
昭
二
　（
93
歳
）　
坂
東
市

●
清
水
健
一
郎
　（
82
歳
）　
那
珂
市

●
山
田
　
　
時
　（
97
歳
）　
那
珂
市

●
吉
村
　
　
良
　（
92
歳
）　
水
戸
市

﹇
令
和
３
年
２
月
﹈　
10
名

●
小
松
　
慎
治
　（
89
歳
）　
水
戸
市

●
安
藤
　
康
生
　（
79
歳
）　
笠
間
市

●
土
谷
　
俊
雄
　（
71
歳
）　
水
戸
市

●
宮
崎
　
仁
子
　（
77
歳
）　
土
浦
市

●
阿
内
　
正
隆
　（
81
歳
）　
笠
間
市

●
永
山
　
健
治
　（
82
歳
）　
潮
来
市

●
大
森
　
　
泰
　（
70
歳
）　
水
戸
市

●
小
澤
　
貞
夫
　（
85
歳
）　
那
珂
市

●
小
沼
　
正
司
　（
89
歳
）　
潮
来
市

●
中
島
規
矩
治
　（
93
歳
）　
水
戸
市

﹇
令
和
３
年
３
月
﹈　
９
名

●
萩
谷
　
　
進
　（
75
歳
）　
城
里
町

●
鯉
渕
　
せ
つ
　（
98
歳
）　
日
立
市

●
石
川
　
正
美
　（
99
歳
）　
常
陸
大
宮
市

●
小
沼
　
　
誠
　（
81
歳
）　
行
方
市

●
瀬
尾
　
和
二
　（
89
歳
）　
水
戸
市

●
舛
井
　
　
操
　（
74
歳
）　
東
海
村

●
藤
枝
　
　
豊
　（
92
歳
）　
水
戸
市
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●
金
子
　
清
徳
　（
94
歳
）　
阿
見
町

●
薗
部
　
力
雄
　（
96
歳
）　
水
戸
市

﹇
令
和
３
年
４
月
﹈　
２
名

●
道
口
　
昇
平
　（
83
歳
）　
小
美
玉
市

●
小
林
　
忠
治
　（
92
歳
）　
古
河
市

﹇
令
和
３
年
５
月
﹈　
５
名

●
加
賀
屋
勇
次
　（
84
歳
）　
笠
間
市

●
綿
引
　
正
義
　（
78
歳
）　
守
谷
市

●
中
島
　
　
進
　（
93
歳
）　
水
戸
市

●
田
口
　
良
男
　（
85
歳
）　
鹿
嶋
市

●
石
塚
　
隆
男
　（
91
歳
）　
石
岡
市

住
所
等
の
変
更
会
員

　
令
和
３
年
新
年
号
掲
載
以
降
、
次
の
方
々
が
、

住
所
等
の
変
更
や
支
部
間
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

○
住
所
変
更

　
高
田
　
芳
江（
県
西
）塙
　
誠
太
郎（
水
戸
）

　
森
林
　
壮
介（
那
珂
）高
橋
　
直
人（
県
西
）

○
支
部
間
異
動

　
佐
々
木
茂
雄（
水
戸
か
ら
那
珂
へ
）

50
周
年
記
念
事
業
検
討
会
を
開
催

　
令
和
３
年
２
月
８
日
に
記
念
事
業
検
討
会

を
開
催
し
、
記
念
事
業
内
容
や
、
業
務
分
担

等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
を
検
討
し
ま
し
た
。

関
　
　
純
子
　
鈴
木
　
照
代
　
土
田
　
明
嗣

鈴
木
　
敏
之
　
生
田
目
陽
一
　
草
野
　
一
夫

信
田
　
和
男
　
中
里
　
修
三

理
事
会
を
開
催

　
令
和
３
年
３
月
24
日
に
理
事
会
を
開
催
し

「
令
和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
収
入
支
出
決

算
見
込
」、「
平
成
３
年
事
業
計
画
及
び
収
入

支
出
予
算
」、「
令
和
３
年
度
通
常
総
会
の
対

応
」、「
50
周
年
記
念
事
業
検
討
会
報
告
」
に

つ
い
て
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　﹇
出
席
者
﹈

川
俣
　
勝
慶
　
後
藤
　
和
正
　
野
上
　
公
雄

朝
日
　
　
正
　
小
牧
　
康
彦
　
谷
貝
　
一
雄

福
田
　
敬
士
　
関
　
　
純
子
　
鈴
木
　
照
代

岡
村
　
俊
英
　
土
田
　
明
嗣
　
鈴
木
　
敏
之

生
田
目
陽
一
　
野
川
　
康
利
　
信
田
　
和
男

泉
　
多
加
夫
　
大
森
　
一
孝
　
須
賀
田
恒
彦

50
周
年
記
念
事
業
検
討
会
を
開
催

　
令
和
３
年
３
月
24
日
理
事
会
の
審
議
結
果

を
受
け
、
令
和
３
年
４
月
21
日
に
50
周
年
記

念
事
業
検
討
会
を
開
催
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
中

で
、
令
和
３
年
度
に
予
定
し
た
50
周
年
記
念

事
業
の
実
施
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

関
　
　
純
子
　
鈴
木
　
照
代
　
土
田
　
明
嗣

鈴
木
　
敏
之
　
生
田
目
陽
一
　
草
野
　
一
夫

信
田
　
和
男
　
中
里
　
修
三

会
報
編
集
委
員
会
を
開
催

　
令
和
３
年
４
月
13
日
に
会
報
NO.
１
６
８
号

（
３
年
盛
夏
号
本
誌
）
の
編
集
委
員
会
を
開

催
し
、
編
集
内
容
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　﹇
出
席
者
﹈

関
根
　
秀
隆
　
磯
﨑
　
隆
司
　
會
澤
　
勝
則

川
﨑
　
　
薫
　
宮
原
　
志
朗
　
草
野
　
一
夫

晝
田
　
照
夫
　
勝
沼
　
健
二

理
事
会
を
開
催

　
令
和
３
年
５
月
24
日
に
理
事
会
を
開
催
し
、

「
令
和
３
年
度
50
周
年
記
念
事
業
の
実
施
」
及

び
令
和
３
年
度
通
常
総
会
に
提
案
す
る
「
令
和

２
年
度
事
業
報
告
及
び
収
入
支
出
決
算
」、「
令

和
３
年
事
業
計
画
及
び
収
入
支
出
予
算
」、「
役

員
改
選
」
に
つ
い
て
、
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
俣
　
勝
慶
　
後
藤
　
和
正
　
野
上
　
公
雄

朝
日
　
　
正
　
小
牧
　
康
彦
　
谷
貝
　
一
雄

堤
　
　
義
雄
　
福
田
　
敬
士
　
関
　
　
純
子

鈴
木
　
照
代
　
岡
村
　
俊
英
　
土
田
　
明
嗣

富
塚
　
一
男
　
鈴
木
　
敏
之
　
生
田
目
陽
一

野
川
　
康
利
　
信
田
　
和
男
　
泉
　
多
加
夫

大
森
　
一
孝
　
須
賀
田
恒
彦

年
会
費
納
入
に
つ
い
て

　
友
の
会
は
、
会
員
の
皆
様
の
年
会
費
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
郵
便
局
か
ら
振
り
込
み
さ

れ
る
方
で
、
ま
だ
年
会
費
を
納
め
て
い
な
い
方

は
、
す
み
や
か
に
「
払
込
取
扱
票
（
朱
書
き
）」

に
よ
り
、
納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、「
払
込
取
扱
票
（
朱
書
き
）」
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
局
の
振
り
込
み
手
数
料
が
割
高
の
た

め
、
常
陽
銀
行
に
口
座
を
お
持
ち
の
方
は
、

令
和
４
年
度
の
年
会
費
納
入
か
ら
口
座
振
替

に
変
更
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。
ま
ず
、事
務
局
ま
で
ご
一
報
を（
０
２
９

－

３
０
１

－

６
２
５
０
）

シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
に
来
訪
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん

　
令
和
２
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
５
月

31
日
ま
で
の
間
、
趣
味
の
会
等
打
ち
合
わ
せ
、

会
費
納
入
、
保
険
手
続
き
等
で
述
べ
２
１
８

名
の
方
々
が
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
交
流
の
場
所
と
し
て
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ

ー
等
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

友
の
会
設
立
50
周
年
記
念
事
業
の
延
期

　
50
周
年
記
念
事
業
の
う
ち
令
和
３
年
11
月

５
日
予
定
し
て
い
た
記
念
式
典
等
（
式
典
、

講
演
会
、
祝
賀
会
）
の
開
催
及
び
会
報
記
念

特
集
号
（
令
和
４
年
１
月
新
年
号
で
の
掲

載
）
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
４
年
度
に
延
期

し
ま
す
。

　
50
周
年
記
念
美
術
展
に
つ
い
て
は
、
令
和

４
年
１
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
の
七
日
間
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
の
寄
贈

　
水
戸
支
部
　
赤
地
好
文
（
歌
手
名
：
藤
原

大
）
さ
ん
か
ら
Ｃ
Ｄ
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
お

聞
き
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
希
望
の
方
に
は

Ｃ
Ｄ
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
Ｃ
Ｄ
に
は
３
曲
収
録
さ
れ
て
お
り
、

「
涙
な
で
し
こ
」
と
「
夢
の
果
て
ま
で
も
」
は
、

作
曲
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
徳
久
広
司
さ

ん
の
作
品
で
２
曲
と
も
ラ
ブ
ソ
ン
グ
で
、
赤

地
さ
ん
の
ソ
フ
ト
な
歌
声
を
堪
能
で
き
ま
す
。
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事務局だより

　
な
お
、
７
月
上
旬
か
ら
県
庁
及
び
各
合
同

庁
舎
内
の
生
協
売
店
で
購
入
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
４
年
版
県
民
手
帳
購
入
の
ご
案
内

　
県
民
手
帳
の
申
込
み
は
、
県
統
計
協
会
へ

直
接
申
込
み
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
購
入
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別

添
「
購
入
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
県
民
手
帳
は
、
11
月
か
ら
県
内
の

書
店
、
生
協
売
店
、
主
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
県
統
計
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
℡
０
２
９

－

３
０
１

－

２
６
３
７

加
入
の
お
す
す
め

「
火
災
保
険
」
と
「
個
人
年
金
保
険
」・「
終

身
保
険
」
に
つ
い
て

　（
有
）
県
庁
友
の
会
保
険
セ
ン
タ
ー
で
は
、

楽
天
損
害
保
険
（
株
）
の
代
理
店
と
し
て
、

住
ま
い
の
保
険
で
あ
る
積
立
型
の
「
ス
ー
パ

ー
ジ
ャ
ン
プ
（
満
期
戻
火
災
保
険
）」
と
掛

捨
型
の
「
ホ
ー
ム
ア
シ
ス
ト
（
家
庭
総
合
保

険
）」
及
び
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害

保
険
（
株
）
の
代
理
店
と
し
て
、
保
険
期
間

５
年
ま
で
の
「
す
ま
い
の
安
心
を
し
っ
か
り

守
る
（
タ
フ
・
す
ま
い
の
保
険
）」
の
火
災

保
険
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
２
月
か
ら
日
本
生
命
保

険
相
互
会
社
の
代
理
店
と
し
て
、
公
的
年
金

だ
け
で
な
く
、
老
後
の
生
活
資
金
準
備
の
た

め
、
退
職
金
な
ど
を
安
定
し
て
運
用
で
き
る

「
個
人
年
金
保
険
」
と
「
終
身
保
険
」
を
取

り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
、
様
々
な

プ
ラ
ン
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
県

庁
友
の
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
、
ご
利
用
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
庁
友
の
会
保
険
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
箭
原
（
や
は
ら
）
和
子

　
℡
０
２
９

－

３
０
１

－

０
２
０
１

ア
フ
ラ
ッ
ク
の「
が
ん
保
険
」と「
医
療
保
険
」

　
ご
計
画
に
合
わ
せ
た
保
障
内
容
・
保
険
料

等
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

直
接
お
電
話
を
。
そ
の
際
は
「
茨
城
県
庁
友

の
会
」
と
一
言
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
・
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
株
）

　
保
険
営
業
第
三
部
　
友
の
会
担
当
　
小
寺
　
茂

　
℡
０
１
２
０

－

３
５
７

－

２
１
２

Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
大
人
の
休
日
倶
楽
部
」

　
年
会
費
は
掛
か
り
ま
す
が
「
ジ
パ
ン
グ
」

な
ら
、
Ｊ
Ｒ
を
20
〜
30
％
割
引
で
利
用
で
き

る
ほ
か
、
期
間
限
定
で
す
が
、
会
員
向
け
の

割
安
な
切
符
が
好
評
で
す
。

　
申
し
込
ま
れ
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
込
書
は
、
直
接
Ｊ
Ｒ
へ
お
願
い

し
ま
す
。

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展
開
催

　
毎
回
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
第
八
回
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展
開
催
を
次

の
と
お
り
予
定
し
ま
す
。

　
期
　
日
　
九
月
七
日
（
火
）
〜
九
月
一
二
日
（
日
）

　
場
　
所
　 

水
戸
市
「
偕
楽
園
公
園
セ
ン
タ
ー
」

展
示
室

展
示
作
品

一
　
全
紙
・
半
切
・
Ａ
４
ノ
ビ
・
単
写
真

　
　
約
四
十
点

二
　
今
回
の
テ
ー
マ
　『
自
由
』

　
友
の
会
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
た
め
、
今
年
度
の
ク
ラ
ブ
活
動
が
制
限
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
終
了
次
第
、
社

会
状
況
を
勘
案
し
て
写
真
展
を
開
催
し
た
い

　
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
課
題
は
『
自
由
』
と
し
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
一
瞬
を
と
ら
え
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
指
導
、
ご
意
見
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
庁
友
の
会
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

　
連
絡
先

更
科
　
三
男
　
〇
九
〇

－

二
三
一
八

－

〇
〇
九
二

成
島
　
幸
吉
　
〇
九
〇

－

四
一
七
一

－

五
二
七
三

茨
城
県
職
員
録
が
で
き
ま
し
た

　
令
和
３
年
度
の
茨
城
県
職
員
録
（
県
人
事

課
発
行
）
を
申
し
込
ま
れ
た
方
の
う
ち
、
郵

送
希
望
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
代
金
は
同

封
し
た
振
込
用
紙
に
よ
り
、
振
込
願
い
ま
す
。

編
集
後
記

☆ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対

策
の
決
め
手
と
期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
よ
う
や
く
高
齢
者
へ
の
接
種
も
始
ま

り
ま
し
た
。
早
く
無
事
に
２
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
終
わ
り
、
安
心
で
き
る
と
い

い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
早
期
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
に
向
か
い
、

来
年
度
に
延
期
し
た
50
周
年
記
念
事
業
式

典
等
（
記
念
式
典
、
記
念
講
演
、
祝
賀
会

等
）
に
多
く
の
皆
様
方
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

☆ 

「
知
っ
て
ま
す
か
」
で
は
、「
高
齢
者
の

住
ま
い
」
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　 「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」
は
、

２
０
１
１
年
10
月
に
登
録
が
開
始
さ
れ
、

今
年
で
10
年
と
な
り
ま
す
。
4
月
末
現

在
、
全
国
で
７
，
８
９
０
ヶ
所
２
６
７
，

１
５
１
戸
、
茨
城
県
で
は
２
０
９
ヶ
所
５
，

３
１
６
戸
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
賃

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
情
報
が
開
示

さ
れ
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
住
ま
い
が
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

☆ 

こ
れ
か
ら
の
「
住
ま
い
」
を
考
え
る
と
き
、

「
住
み
な
れ
た
自
宅
」
を
含
め
、
自
分
自

身
が
生
涯
を
終
え
る
ま
で
生
活
す
る
た
め

の
住
居
「
終
の
棲
家
（
つ
い
の
す
み
か
）」

と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
今
決
め
る
の

で
は
な
く
、
ま
ず
は
考
え
て
み
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
心
身
と
も

健
康
な
う
ち
か
ら
先
々
の
「
住
ま
い
」
を

検
討
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
な
テ
ー
マ
だ

と
思
い
ま
す
。

☆ 

次
回
新
年
号
で
は
、「
寅
年
の
生
ま
れ
」

の
方
々
に
「
年
の
初
め
に
思
う
こ
と
」
に

寄
稿
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
各
支
部
会
報
編
集
委
員
か
ら
お
声
が

か
か
り
ま
し
た
ら
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
よ
）
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茨城県庁友の会会報　NO.168

県庁友の会創立50周年記念
第34回美術展開催のお知らせ
○会　　期　令和４年１月21日（金）～１月27日（木）
　　　　　　午前９時30分～午後５時まで（最終日は午後２時まで）

○会　　場　ザ・ヒロサワ・シティ会館（県民文化センター）２階県民ギャラリー

作品を募集します
申　込　期　限　令和３年11月末日

○作　　品　絵画、デザイン、書、工芸、写真（１人につき２点まで）
　　　　　　なお、出品手数料は２，０００円です

○美術展開催要項は、９月中旬に出来上がります。
　多くの会員の皆様の出展をお待ちしています。

○記念事業として賞制定予定
　鑑賞された方の投票による“あなたが選ぶベスト作品賞”

　※出展等の問合せは、友の会事務局へ　029-301-6250



9

ローズ
ヴィラ水戸のいこいの

社です
。

実の成
る木が多く皆楽しみに

してい
ます。

■
茨
城
県
庁
友
の
会
会
報
№
168
■
令
和
三
年
七
月
一
日
発
行
　
■
茨
城
県
庁
友
の
会
事
務
局
　
〒
三
一
〇
ー
八
五
五
五
　
茨
城
県
水
戸
市
笠
原
町
九
七
八
ー
六
☎
〇
二
九
（
三
〇
一
）
六
二
五
〇


